
1 「太平洋・島サミット」の定例化と変容

「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
定
例
化
と
変
容

浅

野

和

生

1

序

2
0
2
1
年
7
月
2
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
な
か
、「
第
9
回

太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
テ
レ
ビ
会
議

方
式
で
開
催
さ
れ（
1
）た。

こ
の
国
際
会
議
は
、
南
太
平
洋
の
地
域
内
す
べ
て
の
国
家
が
加
盟
す
る
「
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（Pacific

Islands
Forum

:
PIF

）」

諸
国
の
首
脳
を
、
域
外
国
で
あ
る
日
本
が
招
い
て
開
催
し
て
き
た
と
い
う
、
や
や
異
例
な
会
議
体
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
会
議
に
は

1

序

2

「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
）

開
催
に
至
る
経
緯

3

「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
）

の
概
要

4

第
3
回
以
後
の
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
共
同

宣
言
と
サ
ミ
ッ
ト
の
変
容

5

結
語
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太
平
洋
島
嶼
国
14
か
国
の
首
脳
に
加
え
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
代
表
が
参
加
す
る
が
、
さ
ら
に
第
8
回
と
第
9

回
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
と
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
代
表
も
加
わ
っ
て
、
日
本
を
含
め
て
19
の
国
と
地
域
の
首
脳
・
代
表
が
1
堂

に
会
し
た
。

太
平
洋
島
嶼
国
14
か
国
は
、
約
46
万
平
方
キ
ロ
と
日
本
よ
り
面
積
が
大
き
い
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
、
21
・
1
平
方
キ
ロ
で
品
川

区
と
同
じ
面
積
し
か
な
い
ナ
ウ
ル
ま
で
、
そ
の
面
積
が
大
き
く
異
な
る
。
同
様
に
人
口
で
も
、
8
7
8
万
人
を
数
え
世
界
95
位
、
つ
ま
り

各
国
順
位
で
上
位
半
分
に
入
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
、
1
8
6
2
人
で
、
東
京
都
の
小
笠
原
村
に
も
は
る
か
に
及
ば
な
い
と
こ
ろ

ま
で
、
そ
の
隔
た
り
は
大
き
い
。
国
土
面
積
が
1
0
0
0
平
方
キ
ロ
に
及
ば
な
い
国
が
14
か
国
中
の
9
か
国
（
キ
リ
バ
ス
、
サ
モ
ア
、
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
、
パ
ラ
オ
、
ニ
ウ
エ
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ツ
バ
ル
、
ナ
ウ
ル
）
で
あ
っ
て
、
過
半
は
極
小
国
家
で
あ
る
。

ま
た
、
経
済
や
資
源
に
つ
い
て
み
る
と
、
か
つ
て
ナ
ウ
ル
、
キ
リ
バ
ス
は
、
リ
ン
鉱
石
の
産
出
地
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
す
で
に
枯

渇
し
た
か
枯
渇
に
瀕
し
て
お
り
、
コ
コ
ヤ
シ
か
ら
と
れ
る
コ
プ
ラ
や
、
水
産
資
源
が
み
ら
れ
る
程
度
で
、
天
然
資
源
も
産
業
も
豊
か
で
は

な（
2
）い。
し
た
が
っ
て
、
文
化
人
類
学
的
関
心
を
引
き
付
け
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
小
国
家
に
関
心
を
も
つ
者
は
多
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
が
太
平
洋
へ
の
進
出
を
図
る
に
よ
う
に
な
っ
た
1
9
9
0
年
代
以
後
に
様
相
は
変
化
し
、
2
0
1
7
年
以
後
、

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
（
乃
至
戦
略
）
が
、
主
要
国
の
安
全
保
障
戦
略
に
お
い
て
高
い
優
先
順
位
を
獲
得
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
こ
れ
ら
小
国
の
向
背
が
世
界
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
太
平
洋
島
嶼
国
は
、
中
華
人
民
共
和
国
と
台
湾
の
中
華
民
国
と
の
間
で
国
交
の
維
持
、
も
し
く
は
変
更
が
外
交
上

の
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
1
9
9
9
年
に
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
が
、
台
湾
と
の
外
交
関
係
樹
立
へ
と
動
い
た
が
、
中
国
の
圧
力
下

で
間
も
な
く
こ
れ
を
撤
回
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
ほ
か
、
2
0
1
9
年
8
月
ま
で
14
か
国
の
う
ち
6
か
国
が
台
湾
と
の
国
交
を
維
持
し
て
い

た
。
し
か
し
同
年
9
月
に
大
き
な
変
動
が
起
き（
3
）た。
台
湾
と
国
交
を
保
っ
て
い
た
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
キ
リ
バ
ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
パ
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ラ
オ
、
ツ
バ
ル
、
ナ
ウ
ル
の
6
か
国
の
う
ち
2
0
1
9
年
9
月
16
日
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
が
、
次
い
で
20
日
に
キ
リ
バ
ス
が
台
湾
と
断
交
し

た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、
中
華
人
民
共
和
国
と
国
交
を
樹
立
し
た
。
つ
ま
り
、
太
平
洋
島
嶼
国
を
め
ぐ
っ
て
、
中

国
が
台
湾
の
国
際
生
存
空
間
を
狭
め
よ
う
と
す
る
戦
略
的
外
交
が
展
開
し
て
い（
4
）る。

キ
リ
バ
ス
に
お
い
て
は
、
そ
の
翌
年
、
2
0
2
0
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
中
国
と
の
国
交
維
持
か
台
湾
と
の
国
交
回
復
か
が
、

争
点
と
な
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
親
中
派
の
現
職
マ
ー
マ
ウ
大
統
領
の
再
選
と
な
っ
た
。
他
方
、
同
年
に
は
パ
ラ
オ
の
大
統
領
選
挙
で
も
、

台
湾
と
の
国
交
を
維
持
す
る
か
否
か
が
注
目
さ
れ
た
が
、
安
全
保
障
を
担
当
し
財
政
的
な
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
プ
レ
ゼ
ン
ス

を
示
す
こ
と
で
、
台
湾
派
の
勝
利
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
政
治
の
重
心
が
北
大
西
洋
か
ら
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
今
日
、「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
を

20
年
以
上
前
か
ら
継
続
し
て
き
た
こ
と
は
、
日
本
外
交
上
数
少
な
い
戦
略
外
交
の
成
功
事
例
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
拙
論
「
1
9
9
7
年
『
日
・
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
』
開
催
の
経
緯
と
開
催
意（
5
）義」
に
明
ら
か
に
し
た
よ

う
に
、
同
会
議
の
第
1
回
と
な
っ
た
1
9
9
7
年
の
「
日
・
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
時
に
は
、
定
期
開
催
が
決
ま
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、こ
の
年
の
日
本
の
主
要
な
外
交
課
題
遂
行
の
た
め
に
、い
わ
ば
本
題
を
進
め
る
た
め
の
補
助
線
と
し
て
開
催
さ
れ
た
会
議
だ
っ

た
。90

年
代
後
半
の
日
本
外
交
の
主
要
課
題
の
一
つ
は
、
国
際
連
合
の
改
革
、
と
り
わ
け
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
拡
大
の
実
現
と
、

日
本
の
常
任
理
事
国
入
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
提
条
件
と
認
識
さ
れ
た
の
が
96
年
の
国
連
安
保
理
非
常
任
理
事
国
選
挙
に
日
本
が
当
選

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
太
平
洋
島
嶼
国
は
そ
の
選
挙
に
お
い
て
日
本
支
持
の
基
礎
票
と
な
る
地
域
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
97
年
に
は
国
連
の
会
議
の
一
つ
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
が
日
本
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
成
功
が
、
こ
の
年
の
日
本

外
交
の
主
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
太
平
洋
島
嶼
国
に
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
強
く
受
け
、
海
面
上
昇
で
水
没
の
危
機
が
叫
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ば
れ
た
海
抜
の
低
い
国
々
が
含
ま
れ（
6
）る。
し
た
が
っ
て
、
同
会
議
の
主
催
国
と
し
て
日
本
は
、
こ
れ
ら
島
嶼
国
の
声
を
聴
き
、
そ
の
声
を

代
弁
す
る
立
場
を
と
り
つ
つ
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
削
減
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
国
際
的
な
合
意
を
取
り
付
け
、
環
境
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す

会
議
を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
っ（
7
）た。

つ
ま
り
、
日
本
か
ら
長
期
、
安
定
的
な
経
済
支
援
を
受
け
つ
つ
、
国
際
社
会
に
お
い
て
存
在
感
を
示
し
、
地
球
温
暖
化
問
題
を
国
際
的

テ
ー
マ
と
し
て
解
決
策
を
模
索
し
た
い
太
平
洋
島
嶼
国
の
思
惑
と
、
国
連
安
保
理
改
革
を
推
進
し
、
日
本
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
固
定
支

持
層
と
な
る
国
家
群
を
維
持
し
、
あ
わ
せ
て
日
本
が
主
催
す
る
国
際
会
議
を
成
功
へ
と
導
い
て
、
安
保
理
常
任
理
事
国
と
な
る
に
ふ
さ
わ

し
い
国
際
的
存
在
感
を
示
そ
う
と
す
る
日
本
の
思
惑
が
一
致
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
97
年
の
「
日
本
・
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
」

が
開
催
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
3
年
後
の
2
0
0
0
年
に
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
）が
開
催
さ
れ
る

に
も
、
日
本
お
よ
び
太
平
洋
島
嶼
国
に
、
そ
れ
な
り
の
事
情
が
あ
っ
た
。
本
小
論
で
は
、「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
2
0
0
0
年
に

宮
崎
で
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
同
会
議
を
通
し
て
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
3
年
毎
の
定
期
開
催
会
議

と
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
説
明
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
2
0
1
8
年
の
「
第
8
回

太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
際
に
、
安
倍
晋
三
首
相
が
、
来
日
し
た
首
脳
一
人
一
人
と
、
個

別
の
首
脳
会
談
を
も
ち
、
各
国
首
脳
に
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
へ
の
賛
同
を
確
認
す
る
な
ど
、
会
議
を
重
視
し
た
の

に
対
し
て
、
当
初
の
会
議
は
国
際
首
脳
会
議
と
し
て
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ（
8
）た。
す
な
わ
ち
、
第
1
回
の
首
脳
会
議
は
、
日
本

が
主
催
者
と
な
っ
て
東
京
で
開
催
し
て
お
き
な
が
ら
、
会
議
当
日
に
橋
本
龍
太
郎
首
相
は
会
場
に
姿
を
見
せ
ず
、
開
会
の
基
調
講
演
も
高

村
正
彦
外
務
政
務
次
官
の
代
読
で
済
ま
せ
る
と
い
う
状
況
だ
っ（
9
）た。
こ
の
よ
う
に
20
年
の
間
に
会
議
の
取
り
扱
い
は
大
き
く
変
わ
っ
た
の

で
、
本
小
論
で
は
、
そ
の
後
の
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
発
出
し
て
き
た
共
同
声
明
等
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
本
年
、
第
9
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回
ま
で
開
催
さ
れ
て
き
た
同
会
議
の
変
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

な
お
、
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
首
脳
会
議
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
外
交
関
係
を
、
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
の
関
係
か
ら
分
析
し
た
黒
崎
岳
大
「
日
本
の
太
平
洋
諸
島
外
交
に
お
け
る
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
影
響
」
な
ど
が
あ
る
。
黒
崎
は
、

「
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
『
地
域
主
義
』
構
想
」
や
「
日
本
の
対
太
平
洋
島
嶼
国
外
交
戦
略
の
変
遷
と
課
題
」
な
ど
、
日
本
と
太
平

洋
島
嶼
国
と
の
外
交
に
関
す
る
研
究
を
重
ね
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
第
1
回
の
会
議
開
催
当
時
の
事
情
に
つ
い
て
は
、Sandra

Tarte

“D
iplom

atic
Strategies:

T
he
Pacific

Islands
and
Japan”

G
.
A
.
Finin,

T.
W
esley-Sm

isth
“A
N
ew
E
ra
For
Japan

and
the

Pacific
Islands*

T
he
Tokyo

Sum
m
it”

が
あ（
10
）る。
ま
た
、
国
際
政
治
の
中
で
の
太
平
洋
島
嶼
国
の
比
重
の
増
大
と
中
国
の
進
出
に
つ

い
て
は
、
吉
川
尚
徳
「
太
平
洋
島
嶼
国
と
『
一
帯
一
路
』
構
想
―
国
際
秩
序
の
改
革
を
意
識
す
る
中
国
―
」、
藤
森
浩
樹
「
太
平
洋
島
嶼

国
へ
の
中
国
の
影
響
力
拡
大
と
今
後
」
な
ど
の
ほ
か
、E

.
M
eick,

M
ichelle

K
er,
H
an
M
ay
C
han

“C
hina’s

E
ngagem

ent
in
the

Pacific
Islands:

Im
plications

for
the
U
nited

States”

が
あ（
11
）る。

し
か
し
な
が
ら
、
第
2
回
の
日
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
首
脳
会
議
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
）の
開
催
経
緯
に
着
目
し
、
そ
の
後
定
例
化
し
た
「
太
平

洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
今
日
ま
で
の
変
容
に
つ
い
て
ま
と
め
た
研
究
は
管
見
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
。
本
小
論
は
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0

開
催
の
経
緯
を
追
う
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
定
期
開
催
へ
の
移
行
の
状
況
を
跡
付
け
、
こ
れ
に
加
え
て
20
年
を
超
え
て
継
続
す
る
「
太
平

洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
国
内
外
情
勢
の
変
化
の
な
か
で
変
容
を
遂
げ
て
き
た
経
過
を
概
観
し
て
、
同
サ
ミ
ッ
ト
の
意
義
に
つ
い
て
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。
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2

「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
）開
催
に
至
る
経
緯

1
9
9
7
年
の
「
日
・
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
宣
言
」
に
よ
れ
ば
、
同
会
議
は
、
日
本
と
太
平
洋
地
域
と
の
間
の
友
好
の
絆

及
び
共
通
の
利
益
へ
の
認
識
か
ら
開
催
さ
れ
、
参
加
首
脳
及
び
代
表
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
持
続
的
な
開
発
及
び
経
済
的
・
社
会
的
福
利

に
向
け
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
に
つ
い
て
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
合
意
し（
12
）た。
な
お
、
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
（South

Pacific
Forum

:
SPF

）
は
、
1
9
7
1
年
8
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
に
お
い
て
7
か
国
で
発
足
し
た
も
の
で
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ほ
か
、
そ
の
後
加
盟
国
が
増
大
し
て
14
の
太
平
洋
島
嶼
国
の
首
脳
会
議
と
し
て
継
続
し
て
き
た

が
、
2
0
0
0
年
10
月
に
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（Pacific

Islands
Forum

:
PIF

）
と
改
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

首
脳
会
議
の
宣
言
は
10
項
目
か
ら
な
る
が
、
第
1
に
、
日
本
及
び
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
首
脳
は
、
各
国
相
互
の
発
展
が
互
い
の
利

益
で
あ
る
と
の
認
識
に
た
ち
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
発
展
が
太
平
洋
島
嶼
国
の
発
展
を
も
た
ら
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
全
体
の
持
続
可
能
な
開
発
を
確
保
で
き
る
と
い
う
共
通
認
識
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
こ
の
た
め
に
国
際
社
会
か
ら
の
同
地

域
へ
の
積
極
的
な
コ
ミ
ッ
ト
保
持
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

第
2
に
、
世
界
的
な
貿
易
自
由
化
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
傾
向
の
中
で
太
平
洋
島
嶼
国
が
そ
こ
か
ら
疎
外
さ
れ
る
危
険
を
認
識

し
て
、
多
角
的
貿
易
体
制
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
求
め
た
。
第
3
に
、
同
地
域
諸
国
に
お
け
る
漁
業
の
重
要
性
に
鑑
み
、
持
続
可

能
性
の
原
則
に
も
と
づ
く
漁
業
の
発
展
を
促
す
こ
と
と
し
た
。
第
4
に
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
将
来
の
発
展
の
た
め
に
は
民
間
部
門
の
育
成

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
1
9
9
6
年
に
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
協
力
で
東
京
に
開
設
し
た
「
太
平
洋
諸
島
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
に
よ
っ
て
、

日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
が
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
間
の
貿
易
、
投
資
及
び
観
光
の
促
進
の
た
め
に
協
力
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
。
第
5
に
、
日
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本
お
よ
び
太
平
洋
島
嶼
国
の
首
脳
が
、
国
連
そ
の
他
の
国
際
的
な
場
に
お
い
て
緊
密
に
協
力
す
る
こ
と
の
価
値
を
認
識
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
参
加
首
脳
は
、
国
際
的
な
場
で
開
発
、
環
境
及
び
太
平
洋
地
域
に
直
接
的
に
関
係
す
る
分
野
に
つ
い
て
協
力
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、

合
わ
せ
て
国
連
改
革
を
早
期
に
達
成
す
る
こ
と
に
継
続
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
、
特
に
、
国
連
事
務
総
長
が
近
年
発
表
し
た
改
革
案
を
早
期

に
承
認
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ま
り
、
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
拡
大
を
支
持
し
、
そ
の
際
の
日
本
支
援
を
謳
っ
た
も
の
で

あ
る
。

第
6
に
、
持
続
可
能
な
開
発
の
原
則
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
確
認
し
て
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
、
特
に
気
候
変
動
及
び
海
面
上
昇
と
い
う
、

太
平
洋
島
嶼
国
が
特
に
懸
念
す
る
問
題
の
重
要
性
の
認
識
を
共
有
し
た
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
年
12
月
に
予
定
さ
れ
た
「
国
連
気
候
変
動

枠
組
条
約
第
3
回
締
約
国
会
議
」
す
な
わ
ち
、「
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
」
の
成
功
を
祈
念
す
る
こ
と
と
し
た
。
第
7
に
、
日
本
政

府
に
よ
る
、「
太
平
洋
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
（PIC

H
T
R
:
Pacific

International
C
enter

For
H
igh
Technology

R
esearch

）」に
対
す
る

資
金
拠
出
に
対
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
参
加
首
脳
が
謝
意
を
表
明
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
遠
隔
の
村
落
用
に
再
生
可

能
な
電
力
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
い
、
他
方
で
同
地
域
の
政
府
及
び
民
間
部
門
の
人
員
の
た
め
の
研
修
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
い
る
。

第
8
に
、
日
本
が
、
太
平
洋
島
嶼
国
と
日
本
と
の
間
の
学
生
の
交
流
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
行
う
こ
と
を
歓
迎
し
た
。

第
9
に
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
経
済
改
革
及
び
持
続
可
能
開
発
に
関
わ
っ
て
い

る
「
南
太
平
洋
地
域
機
関
調
整
委
員
会
」
に
加
盟
す
る
地
域
機
関
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
継
続
し
、
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
施
設

の
改
善
に
資
源
を
提
供
す
る
意
図
を
、
首
脳
会
議
と
し
て
高
く
評
価
し
た
。
最
後
に
第
10
項
と
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
か
ら
の
参
加
者
は
、

日
本
に
よ
る
こ
の
地
域
へ
の
経
済
協
力
に
対
し
て
謝
意
を
表
明
し
、
さ
ら
に
こ
の
会
議
開
催
の
準
備
と
、
東
京
滞
在
中
の
歓
待
に
感
謝
を

表
明
し
た
。

な
お
、
会
議
開
催
を
前
に
し
た
10
月
9
日
の
外
務
省
の
発
表
で
は
、
こ
の
会
合
の
目
的
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
が
独
自
の
か
つ
創
造
的
な
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経
済
的
自
立
の
道
を
見
出
す
こ
と
に
あ
り
、
日
本
と
メ
ン
バ
ー
国
と
の
貿
易
、
投
資
お
よ
び
観
光
の
促
進
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
討
議

す
る
こ
と
に
あ
っ（
13
）た。
ま
た
、
外
務
省
に
よ
れ
ば
、
同
会
合
開
催
の
背
景
に
は
、
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
メ
ン
バ
ー
国
と
は
歴
史
的
経
済
的
紐

帯
で
結
ば
れ
た
緊
密
な
関
係
が
あ
り
、
首
脳
会
議
で
の
共
通
の
問
題
の
討
議
を
通
じ
て
双
方
の
協
力
関
係
を
さ
ら
に
強
化
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
冷
戦
の
終
結
に
よ
っ
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
多
く
は
、
従
来
の
宗
主
国
か
ら
の
関
心
が
低
下
し
、
経
済
支
援
も
削
減
さ
れ
る
と

い
う
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
の
で
、
各
国
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
経
済
改
革
な
ど
に
対
し
て
、
日
本
は
強
い
関
心
を
抱
き
、

こ
れ
ら
各
国
の
経
済
改
革
努
力
を
支
援
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
日
本
と
し
て
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
と
日
本
と
の
間
の
貿
易
、
投
資
お
よ
び

観
光
の
民
間
部
門
に
お
け
る
交
流
促
進
が
、
そ
れ
ら
諸
国
の
経
済
発
展
に
は
必
須
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
1
9
9
6
年
10
月
に
開
設

し
た
太
平
洋
島
嶼
国
セ
ン
タ
ー
の
後
援
に
よ
る
各
種
行
事
に
よ
っ
て
日
本
の
民
間
部
門
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
各
国
と
の
交
流
が
拡
大
す
る
よ
う
期
待

し
て
い（
14
）た。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
首
脳
宣
言
は
、
事
前
に
日
本
外
務
省
が
発
表
し
た
会
議
開
催
の
意
向
に
沿
う
項
目
に
加
え
て
、
国
連

安
保
理
常
任
理
事
国
拡
大
問
題
と
、
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
と
に
触
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、「
日
本
・
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
」
の
議
題
に
は
、
外
務
省
が
事
前
に
発
表
し
た
項
目
に
加
え
て
、
実
際
は
、
国

連
安
保
理
改
革
問
題
と
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
問
題
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
97
年
に
同
会
議
を
開
催
し
た
契
機
と
な
っ
た
テ

ー
マ
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
連
携
の
緊
密
化
と
継
続
、
同
地
域
の
持
続
可
能
な
開
発
へ
の
日
本
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
コ
ミ
ッ
ト
は
一
過
性
の
課
題
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
継
続
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
連
改
革
問
題
も
97

年
中
に
決
着
が
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
継
続
的
課
題
で
あ
る
か
ら
、
国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
を
目
指
す
日
本
政
府
と
し
て
は
、
太

平
洋
島
嶼
国
か
ら
の
支
援
を
継
続
的
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
太
平
洋
島
嶼
国
に
と
っ
て
重
要
な
地
球
温
暖
化
防
止
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問
題
も
、
長
期
的
な
課
題
で
あ
っ
て
、
国
際
社
会
か
ら
の
積
極
的
な
関
心
と
支
援
を
と
り
つ
け
ら
れ
る
機
会
を
こ
れ
以
後
も
重
視
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
に
は
、
一
度
開
催
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
会
議
開
催
が
必
要

に
な
る
理
由
が
あ
っ
た
。

な
お
、
2
0
0
3
年
の
「
第
3
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
を
前
に
「
日
本
と
同
じ
島
国
！
縦
の
関
係
構
築
を
目
指
し
て
！
」
と
題
し

て
外
務
省
が
広
報
用
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、「
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
他
に
2
つ
の
理

由
を
挙
げ
て
い（
15
）る。
そ
の
一
つ
は
、
北
米
、
中
南
米
、
カ
リ
ブ
、
太
平
洋
島
嶼
国
と
い
う
地
域
の
中
で
、
太
平
洋
島
嶼
国
は
先
住
民
系
が

活
躍
し
て
い
る
例
外
的
な
地
域
で
あ
り
、「
島
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
こ
れ
ら
先
住
民
の
指
導
者
た
ち
と
日
本
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化

し
て
い
こ
う
と
の
趣
旨
で
日
本
が
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
地
域
の
国
家
は
、
い
ず
れ
も
植
民
地
の

経
験
が
あ
る
が
、
独
立
を
果
た
し
た
国
家
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
先
住
民
が
主
役
と
な
っ
て
統
治
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
社
会
に
は
南
北
両
半
球
を
結
び
付
け
る
縦
軸
の
関
係
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
関
係
は
こ

の
縦
の
関
係
の
構
築
で
あ
る
点
に
も
意
義
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
ア
フ
リ
カ
、
北
米
と
中
南
米

・
カ
リ
ブ
の
関
係
な
ど
、
他
地
域
に
は
南
北
両
半
球
を
結
び
付
け
る
縦
軸
の
関
係
が
す
で
に
存
在
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
残
さ
れ

た
唯
一
の
縦
軸
関
係
が
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
関
係
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。

さ
て
、
小
渕
恵
三
首
相
が
橋
本
龍
太
郎
首
相
の
後
継
と
な
る
と
、
小
渕
首
相
は
1
9
9
9
年
6
月
の
Ｇ
8
ケ
ル
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
、
安
全
保
障
理
事
会
を
中
心
と
し
た
国
連
改
革
を
強
く
主
張
し（
16
）た。
そ
の
背
景
に
は
、「
国
連
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
・
コ
ソ
ボ
紛
争
を

未
然
に
防
止
で
き
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
一
連
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
で
も
米
英
な
ど
主
要
8
か
国
（
Ｇ
8
）に
主
役
を
譲
り
、
国
連
は

ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
」
こ
と
が
あ
っ（
17
）た。
日
本
政
府
と
し
て
は
93
年
7
月
に
、
当
時
の
宮
澤
喜
一
内
閣
が
国
連
に
安
保
理
改
革
の

意
見
書
を
提
出
し
て
お
り
、
そ
の
後
99
年
ま
で
に
は
、
先
進
国
と
途
上
国
か
ら
新
た
に
常
任
理
事
国
を
加
え
る
こ
と
、
常
任
、
非
常
任
合
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わ
せ
て
15
か
国
の
安
保
理
メ
ン
バ
ー
を
24
か
国
に
拡
大
す
る
こ
と
、
日
本
も
常
任
理
事
国
と
し
て
責
任
を
果
た
す
用
意
が
あ
る
こ
と
、
を

主
張
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
で
、
2
0
0
0
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
」
を
機
に
、
国
連
改
革
の
道

筋
を
つ
け
た
い
と
い
う
の
が
日
本
政
府
の
思
惑
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
前
の
2
0
0
0
年
7
月
に
、
Ｇ
8
の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
年
、
99
年
の
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
10
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
、
パ
ラ
オ
共
和
国
の
コ
ロ
ー
ル
島
で
開
催
さ
れ
、
ク
ッ
ク
諸

島
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
キ
リ
バ
ス
、
ナ
ウ
ル
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ニ
ウ
エ
、
パ
ラ
オ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
サ
モ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
、

ト
ン
ガ
、
ツ
バ
ル
の
大
統
領
乃
至
首
相
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
政
府
代
表
が
出
席
し
た
。
同
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
60
項
目
に
及
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
と
、
太
平
洋
情
報
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
東
チ
モ
ー
ル
問
題
へ
の
提
言
を
発
表
し（
18
）た。

こ
の
共
同
声
明
の
第
53
項
は
、
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
首
脳
会
談
に
言
及
し
て
、
97
年
の
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
と
の
サ
ミ
ッ
ト
が
た
い
へ
ん
有
意

義
だ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
ま
た
そ
の
後
、
日
本
政
府
が
、
同
首
脳
会
議
後
の
情
勢
に
つ
い
て
検
討
す
る
再
度
の
首
脳
会
談
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
が
日
本
と
の
関
係
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
が
日
本
と
の
2
回
目
の
首
脳
会
談
開

催
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
交
渉
す
る
こ
と
し
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
慣
例
の
通
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
第
11
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
閉
幕
後
対
話（11

th
Post-Forum

D
ialogue

）
が
10

月
7
日
に
開
催
さ
れ
、
域
外
国
代
表
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
る
と
、
日
本
か
ら
は
東
祥
三
外
務
政
務
次
官
が
参
加
し
た
。
そ
の
冒
頭
談
話

に
お
い
て
、
東
政
務
次
官
は
、
従
来
通
り
に
日
本
政
府
が
Ｓ
Ｐ
Ｆ
諸
国
と
と
も
に
太
平
洋
地
域
の
環
境
問
題
や
持
続
的
経
済
発
展
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
表
明
し
た
。
そ
の
演
説
の
最
後
に
、
日
本
政
府
は
、
97
年
の
第
1
回
の
日
本
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
サ
ミ
ッ
ト
以
来
、
太
平

洋
島
嶼
国
と
の
さ
ら
に
建
設
的
で
親
密
な
関
係
を
企
図
し
て
き
た
と
し
、
こ
の
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
声
明
の
第
53
項
に
も
言
及
さ
れ
て

い
る
の
で
、
来
春（
2
0
0
0
年
）
の
適
当
な
時
期
に
第
2
回
の
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
首
脳
会
議
開
催
を
検
討
し
て
い
る
と
表
明
し
た
。
そ
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の
際
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｆ
各
国
の
前
向
き
な
対
応
と
協
力
を
求
め
る
と
し
た
上
で
、
会
議
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
お
よ
び
日
本
と
太
平
洋
島
嶼

国
の
共
通
課
題
に
つ
い
て
率
直
で
活
発
な
議
論
を
行
い
た
い
が
、
来
年
7
月
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
の
準
備
の
時
機
に
お
い

て
、
こ
の
会
議
は
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
意
見
交
換
を
行
う
貴
重
な
機
会
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
を
明
ら
か
に
し（
19
）た。

そ
の
翌
日
、
10
月
8
日
、
外
務
省
は
、
前
日
朝
、
パ
ラ
オ
共
和
国
コ
ロ
ー
ル
に
お
い
て
東
祥
三
外
務
政
務
次
官
が
、
97
年
の
第
1
回
日

本
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
首
脳
会
議
の
成
果
を
基
礎
に
、
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共
同
声
明
に
言
及
し
て
、
日
本
が
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
さ
ら

に
密
接
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
、
第
2
回
の
日
本
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
首
脳
会
議
（Second

Japan-SPF
Sum
m
it
M
eeting

）
を
、
九
州
・

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
向
け
て
太
平
洋
島
嶼
国
か
ら
の
積
極
的
な
貢
献
と
協
力
を
得
る
た
め
、
2
0
0
0
年
春
に
開
催
し
た
い
と
の
希

望
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
参
加
各
国
首
脳
か
ら
積
極
的
な
反
応
を
得
ら
れ
た
、
と
報
告
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
日
本
政
府
と
し
て
は
、
具
体
的

な
日
程
そ
の
他
の
調
整
に
入
る
と
発
表
し（
20
）た。

そ
の
後
12
月
18
日
に
、
小
渕
首
相
は
、
来
春
4
月
22
日
に
第
2
回
の
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る
決
定
を
く
だ
し（
21
）た。
こ

れ
は
、
翌
19
日
か
ら
パ
ラ
オ
共
和
国
の
ク
ニ
オ
・
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
が
来
日
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
議
長
を
務
め
る
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
と
の

首
脳
会
談
と
い
う
機
会
に
、
同
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
日
程
を
確
定
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
予
定
通
り
、
首
相
官
邸
で
21
日
に
行
わ
れ
た

日
本
・
パ
ラ
オ
首
脳
会
談
で
は
、「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
を
4
月
22
日
に
宮
崎
県
で
開
催
す
る
こ
と
で
合
意
し（
22
）た。
会
談
で
小
渕
首

相
は
、
2
0
0
0
年
7
月
の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
、
こ
う
し
た
場
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
の
声
を
集
約
し
た
い
と
の
考
え
を
改
め
て
示
し

た
。こ

の
首
脳
会
談
に
つ
い
て
、
外
務
省
の
記
録
で
は
、
青
木
幹
雄
官
房
長
官
が
2
0
0
0
年
4
月
22
日
（
土
曜
日
）
に
宮
崎
県
で
第
2
回

日
本
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
首
脳
会
議
（Pacific

islands
L
eaders

M
eeting

2000:
PA
L
M
2000

）が
開
催
さ
れ
る
と
発
表
し
た
。
ま
た
同
会
議
は
、

日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
加
盟
国
首
脳
が
参
加
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
持
続
的
な
発
展
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
お
よ
び
地
域
の
課
題
な
ど
、
現
在
お
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よ
び
将
来
の
こ
の
地
域
の
課
題
と
、
日
本
と
同
地
域
諸
国
と
の
「
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
が
、
こ
の
会
議
は
、

Ｇ
8
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
に
資
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ（
23
）た。

こ
う
し
て
、
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
つ
4
月
22
日
に
、
宮
崎
で
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
こ
れ
は

「
第
2
回
日
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
首
脳
会
議
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
上
記
の
通
り
太
平
洋
島
嶼
国
と
同
様
の
島
嶼
で
あ
る
沖
縄
で
の
Ｇ
8
開
催
に
向

け
て
、
島
嶼
国
の
声
を
集
約
し
て
お
こ
う
と
い
う
意
図
を
も
つ
も
の
で
あ
っ（
24
）た。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
側
か
ら
は
、
従
来
、

大
き
な
国
際
会
議
に
お
い
て
は
小
規
模
島
嶼
国
の
声
が
反
映
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
域
内
諸
国
の
結
束
を
示
す
と
と
も

に
、
そ
の
声
を
世
界
に
届
か
せ
る
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
3
月
末
の
時
点
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
ノ
エ
ル
・
レ
ビ
事
務
局
長
（
前

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
外
相
）
は
、
南
太
平
洋
地
域
の
持
続
的
な
経
済
開
発
、
漁
業
資
源
、
気
候
変
動
な
ど
の
環
境
保
護
、
観
光
開
発
な

ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
と
も
直
結
し
た
地
域
の
問
題
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｆ
と
日
本
と
の
関
係
強
化
に
期
待
し
て
い
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
島
サ
ミ
ッ
ト
終
了
か
ら
3
日
後
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
参
議
院
ク
ラ
ブ
の
奥
村
展
三
議
員
か
ら
「
4
月
に
滋

賀
県
で
Ｇ
8
環
境
相
会
議
が
開
か
れ
た
が
、
成
果
を
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
ど
う
位
置
付
け
る
か
」
と
質
問
さ
れ
た
森
首
相
が
「
宮
崎
で
の
南

太
平
洋
諸
国
会
議
で
も
、
地
球
温
暖
化
で
島
が
海
面
の
水
位
よ
り
下
が
る
事
態
を
深
刻
に
考
え
て
い
る
国
が
あ
っ
た
こ
と
を
Ｇ
8
の
首
脳

に
申
し
上
げ
た
い
」
と
答
え
て
、
そ
の
意
図
を
示
し
て
い（
25
）る。

し
か
し
な
が
ら
、
同
会
議
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
影
を
落
と
し
た
の
は
小
渕
首
相
の
入
院
、
そ
し
て
逝
去
で
あ
っ
た
。
4
月
2
日
夜
に

入
院
が
判
明
し
た
が
、
4
月
5
日
に
は
首
相
が
こ
ん
睡
状
態
の
ま
ま
総
辞
職
と
な
り
、
6
日
に
閣
僚
全
て
が
再
任
の
形
で
森
喜
朗
が
次
期

首
相
に
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
5
月
14
日
に
小
渕
恵
三
前
首
相
は
62
歳
で
生
涯
を
閉
じ
た
。

2
日
に
小
渕
首
相
の
不
例
が
伝
わ
る
と
、「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
予
定
地
の
宮
崎
に
衝
撃
が
走
り
、
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
は
ど

う
な
る
か
、
準
備
の
手
順
に
変
更
は
な
い
か
、
な
ど
と
懸
念
す
る
声
が
挙
が
っ（
26
）た。
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急
遽
発
足
し
た
森
内
閣
は
、
組
閣
後
間
も
な
い
22
日
か
ら
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
に
対
応
し
、
さ
ら
に
28
日
か
ら
ロ
シ
ア
訪
問
、

そ
の
後
は
5
月
20
日
か
ら
6
月
1
日
に
天
皇
陛
下
の
ご
訪
欧
と
い
う
外
交
日
程
に
対
処
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
7
月
に
は
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト
を
主
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

そ
う
し
た
最
中
、
4
月
12
日
に
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
記
念
の
親
善
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
が
宮
崎
市
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に

決
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
小
渕
首
相
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
大
学
時
代
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
部
で
ラ
グ
ビ
ー

好
き
の
森
首
相
が
強
い
関
心
を
抱
く
な
か
で
「
日
本
選
抜
対
Ｓ
Ｐ
Ｆ
選
抜
」
の
試
合
開
催
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ（
27
）る。

な
お
、
首
脳
会
議
後
の
外
務
省
に
よ
る
総
括
で
は
、
同
サ
ミ
ッ
ト
の
意
義
は
、
①
2
0
0
0
年
と
い
う
節
目
に
当
た
り
、
太
平
洋
島
嶼

国
が
直
面
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
首
脳
レ
ベ
ル
で
率
直
に
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
未
来
志

向
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
「
心
と
心
の
交
流
」
を
一
層
増
進
さ
せ
る
こ
と
、
②
7
月
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
を
前
に
、
太
平
洋
島
嶼

国
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
は
、
わ
が
国
が
議
長
と
し
て
Ｇ
8
サ
ミ
ッ
ト
を
成
功
に
導
く
に
あ
た
り
有
益
で
あ
る
、
と
い
う
2
点
で
あ
っ（
28
）た。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
島
サ
ミ
ッ
ト
は
7
月
の
Ｇ
8
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
準
備
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
っ
た
が
、
宮
崎
県
と
し
て
は
初

め
て
諸
外
国
の
首
脳
が
集
う
国
際
会
議
の
会
場
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
続
く
沖
縄
で
の
Ｇ
8
サ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
、「
運
営
面
で
の
リ

ハ
ー
サ
ル
」
と
い
う
意
義
が
あ
っ
た
。

森
首
相
に
と
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
急
遽
の
首
相
就
任
で
あ
り
、
Ｇ
8
と
い
う
重
要
な
国
際
会
議
に
お
い
て
思
わ
ぬ
主
役
の
座
に
つ
く
こ

と
に
な
っ
た
が
、
十
分
な
準
備
時
間
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
島
サ
ミ
ッ
ト
が
そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
有
益
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
例

え
ば
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
昼
食
で
は
、
自
己
紹
介
を
「
私
の
体
重
は
1
0
3
キ
ロ
、
身
長
は
1
メ
ー
ト
ル
75
セ
ン
チ
で
す
。
皆

さ
ん
と
対
等
の
ス
ク
ラ
ム
を
組
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
や
っ
て
、
恰
幅
の
よ
い
出
席
者
が
多
い
同
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
の
気
持

ち
を
和
ま
せ
る
こ
と
に
成
功
し（
29
）た。
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ま
た
、
島
サ
ミ
ッ
ト
の
前
日
21
日
に
は
東
京
で
宮
中
お
茶
会
が
催
さ
れ
た
た
め
、
各
国
首
脳
は
22
日
当
日
の
朝
に
空
路
で
東
京
か
ら
宮

崎
入
り
し
た
。
こ
れ
は
、
サ
ミ
ッ
ト
前
日
の
夜
に
宮
中
晩
さ
ん
会
が
予
定
さ
れ
た
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

首
相
主
催
晩
さ
ん
会
や
地
元
主
催
の
歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
る
点
も
共
通
し
て
い
る
な
ど
、
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
位
置
づ

け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
側
面
が
多
々
見
ら
れ
た
。
相
違
点
は
、
Ｇ
8
サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
各
国
首
脳
の
方
が
、
国
際
テ
ロ
の
標
的
に
な
る
可
能

性
が
高
い
た
め
、
警
備
の
レ
ベ
ル
が
よ
り
高
く
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

3

「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
）の
概
要

2
0
0
0
年
4
月
22
日
に
宮
崎
県
の
シ
ー
ガ
イ
ア
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
）は
、
日

本
の
森
喜
朗
首
相
と
、
2
0
0
0
年
の
Ｓ
Ｐ
Ｆ
議
長
国
で
あ
る
パ
ラ
オ
共
和
国
の
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
が
共
同
議
長
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

参
加
国
は
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ほ
か
、
14
の
太
平
洋
島
嶼
国
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
正
式
加
盟
国
で
は
な
い
が
、

フ
ラ
ン
ス
領
の
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
加
わ
っ
た
の
で
、
都
合
18
の
国
と
地
域
で
あ
っ
た
。
議
題
は
、
①
太
平
洋

島
嶼
国
の
持
続
可
能
な
開
発
、
②
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
通
の
課
題
と
、
③
日
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
の

3
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
3
点
に
つ
い
て
、
参
加
首
脳
が
3
時
間
に
わ
た
っ
て
議
論
を
行
っ（
30
）た。

な
お
、
同
会
議
の
冒
頭
で
、
森
首
相
が
基
調
演
説
を
行
い
「
太
平
洋
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
外
交
」
を
提
唱
し
た
。
そ
の
中
で
森
首
相
は
、
今

日
の
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
「
太
平
洋
の
島
々
が
次
々
に
独
立
し
て
い
っ
た
1
9
7
0
年
代
以
降
、
2
国
間
や
多

国
間
の
枠
組
み
を
通
じ
た
『
国
造
り
へ
の
協
力
』
と
い
う
形
で
再
び
本
格
化
し
、
80
年
代
半
ば
の
中
曽
根
総
理
や
倉
成
外
務
大
臣
の
島
嶼

国
訪
問
な
ど
も
経
て
、『
国
際
場
裡
に
お
け
る
協
力
』
を
含
む
幅
広
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
と
発
展
」
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
の
認
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識
を
示
し
た
。

一
方
、
現
在
直
面
し
て
い
る
課
題
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
の
な
か
で
脆
弱
な
条
件
下
に
あ
る
島
々
の
経
済
が
世
界
の
激
し
い

競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
人
々
の
健
康
や
生
活
の
安
全
、
環
境
や
社
会
の
安
定
、
伝
統
や
文
化
の
多
様
性
が
脅
か
さ
れ
る
危
険
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
課
題
は
、
Ｇ
8
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」

は
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
準
備
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
森
首
相
は
「
今
回
の
『
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
』
に
お
け
る
議
論
は
、

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
議
論
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
太
平
洋
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
外
交
」
の
第
1
の
柱
は
、「
太
平
洋
島
嶼
国
の
持
続
可
能
な
開
発
」
を
追
求
す
る
た
め
の
、
若
い
人
材
を
育

て
る
こ
と
で
あ
る
。
資
源
小
国
に
と
っ
て
、
健
全
な
心
身
、
創
造
性
、
柔
軟
性
、
国
際
性
と
思
い
や
り
を
持
つ
青
少
年
の
育
成
が
重
要
で

あ
る
と
主
張
し
た
。
第
2
の
柱
は
、「
地
域
及
び
地
球
規
模
の
共
通
の
課
題
」
へ
の
対
処
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海

面
上
昇
な
ど
「
海
」
の
環
境
問
題
へ
の
対
応
で
あ
る
。
第
3
の
柱
は
、「
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
諸
国
の
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
」
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
今
後
と
も
、
首
脳
・
閣
僚
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
政
治
対
話
や
、『
太
平
洋
諸
島
セ
ン
タ
ー
』
の
強
化
を
通
じ
た
貿

易
・
投
資
の
促
進
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
促
進
に
取
り
組
む
」
必
要
性
を
訴
え（
31
）た。

こ
れ
は
、
日
本
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
諸
課
題
に
つ
い
て
太
平
洋
島
嶼
国
と
共
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、「
若
者
」「
海
」「
未
来
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
包
括
的
か
つ
積
極
的
に
太
平
洋
島
嶼
国
外
交
を
展
開
す
る
方
針
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
を

具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
「
宮
崎
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
発
表
さ
れ（
32
）た。

同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
上
述
の
議
題
の
3
点
に
合
わ
せ
て
用
意
さ
れ
た
も
の
で
、「
①
持
続
可
能
な
開
発
に
対
す
る
協
力
」
に
つ
い

て
は
、（
1
）人
造
り
、（
2
）太
平
洋
Ｉ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、（
3
）産
業
振
興
、（
4
）経
済
改
革
努
力
へ
の
支
援
、（
5
）健
全

な
経
済
制
度
の
整
備
、
の
5
点
を
掲
げ（
33
）た。
特
に（
1
）の
「
人
造
り
」
に
つ
い
て
は
、
イ.

開
発
の
た
め
の
人
造
り
と
ロ.

教
育
機
会
の
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提
供
、
ハ.

働
く
女
性
の
支
援
、
の
3
点
に
分
け
て
国
際
協
力
事
業
団
（Japan
International

C
ooperation

A
gency:

JIC
A

）
に
よ
る

支
援
や
青
年
海
外
協
力
隊
及
び
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
、
5
年
間
で
3
0
0
0
人
以
上
の
規
模
を
目
指
す
と
し
て
、
具
体
的
な

数
値
目
標
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
Ｇ
8
教
育
大
臣
会
合
で
の
、
今
後
10
年
間
で
学
生
、
教
員
、
研
究
者
、
行
政
官
の
交
流
規
模
を
2
倍
に
す

る
と
い
う
意
図
表
明
を
踏
ま
え
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
交
流
も
拡
大
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
国
費
留
学
生
制
度
や
私
費
留
学
生
へ
の

支
援
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
が
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
に
拠
出
し
て
い
る
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
・
開
発
と
女
性
基
金

（
Ｗ
Ｉ
Ｄ
基
金
）
を
、
太
平
洋
島
嶼
国
地
域
に
お
け
る
女
性
の
所
得
創
出
へ
の
機
会
向
上
等
、
女
性
支
援
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
を
謳
っ（
34
）た。

ま
た
、（
2
）の
Ｉ
Ｔ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本
が
国
連
開
発
計
画
へ
の
拠
出
金
か
ら
1
0
0
万
ド
ル
を
使
っ
て
、
情
報
通
信
技

術
推
進
の
た
め
の
人
材
育
成
は
南
太
平
洋
大
学
（U

niversity
of
the
South

Pacific：

本
部
と
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
フ
ィ
ジ
ー
の
首

都
ス
バ
、
太
平
洋
島
嶼
国
12
か
国
が
共
同
で
設
立
）
の
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
国
連
の
「
小
島
嶼
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
連
携
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
教
育
お
よ
び
遠
隔
医
療
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
約
束
し
た
。
な
お
、
先
述
の

Ｇ
8
教
育
大
臣
会
合
の
議
長
サ
マ
リ
ー
に
「
2

生
涯
学
習
と
遠
隔
教
育
」
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
中
で
「
2
）公
的
・
私
的
部
門
に
よ
る

遠
隔
教
育
に
関
す
る
国
際
協
力
を
奨
励
す
る
こ
と
」
が
合
意
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
は
Ｇ
8
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
準
備
、
リ
ハ
ー
サ
ル
で
あ
る
と
同
時

に
、
Ｇ
8
の
各
種
会
議
で
の
既
存
の
合
意
事
項
を
具
現
化
す
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、「
3.

日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
諸
国
の
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
97
年
の
「
日
本
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
言
及
さ
れ
た
太
平
洋
諸
島
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）
へ
の
具
体
的
な
支
援
策
が
発
表
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
機
能
強
化
の
た
め

に
3
0
0
0
万
円
を
拠
出
す
る
こ
と
と
し
、
広
報
、
物
産
展
や
各
種
展
示
会
へ
の
積
極
的
参
加
、
及
び
市
場
調
査
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
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の
活
動
を
引
き
つ
づ
き
支
援
す
る
も
の
と
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
対
日
輸
出
・
対
島
嶼
国
投
資
関
係
情
報
発
信
を
支

援
す
る
た
め
に
日
本
政
府
が
こ
れ
と
は
別
に
3
0
0
万
円
を
支
出
す
る
と
し
た
。

首
脳
会
議
で
は
、
太
平
洋
の
将
来
に
関
す
る
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
ま
た
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け

た
中
長
期
的
な
協
力
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
気
候
変
動
問
題

な
ど
の
環
境
問
題
は
太
平
洋
島
嶼
国
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
共
通
の
認
識
の
下
、「
太
平
洋
環
境
声
明
」
が
採
択
さ
れ（
35
）た。

ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
側
か
ら
次
回
の
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
に
対
し
て
期
待
が
表
明
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
森
首
相
が
、「
太

平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」の
定
期
開
催
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
と
し
て
、次
回
に
つ
い
て
は
2
〜
3
年
後
を
目
途
と
し
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ（
36
）た。

な
お
、
外
務
省
に
よ
る
同
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
事
後
「
評
価
」
と
し
て
、（
1
）日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
増
進
に
つ

い
て
は
、（
イ
）首
脳
レ
ベ
ル
の
信
頼
関
係
を
確
立
し
た
こ
と
、（
ロ
）我
が
国
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
対
し
高
い
評
価
を
得
た
こ
と
、（
ハ
）

日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
協
力
の
基
本
的
な
方
向
に
関
し
て
合
意
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
。
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
同
サ
ミ
ッ
ト

開
催
前
に
、
外
務
省
が
記
者
会
見
で
説
明
し
て
い
た
事
項
と
同
じ
で
あ
り
、
日
本
政
府
の
予
定
通
り
に
会
議
が
進
行
、
終
了
し
た
こ
と
に

な
る
。

す
な
わ
ち
、
森
首
相
が
基
調
講
演
で
「
太
平
洋
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
外
交
」
を
提
唱
し
、
具
体
策
と
し
て
「
宮
崎
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
発

表
し
て
、
参
加
各
国
首
脳
か
ら
の
賛
同
と
高
い
評
価
を
得
た
。
さ
ら
に
、
首
脳
会
議
の
共
同
宣
言
と
し
て
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎

宣
言
」
と
「
太
平
洋
環
境
声
明
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
は
小
渕
内
閣
下
で
準
備
を
進
め
て
い
た
事
項
を
、
森
内
閣
の
下
で
結
実
さ
せ
た

も
の
で
あ
り
、
日
本
政
府
と
し
て
の
継
続
的
な
意
志
で
あ
る
。

森
内
閣
の
外
交
に
お
け
る
小
渕
政
権
か
ら
の
継
続
性
に
つ
い
て
は
、
会
議
終
了
後
の
共
同
記
者
会
見
で
、「
小
渕
前
総
理
が
一
連
の
訪

問
で
聴
取
さ
れ
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
声
に
も
耳
を
傾
け
て
、
7
月
の
サ
ミ
ッ
ト
の
準
備
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
た
こ
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と
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、「
自
分
は
今
月
末
か
ら
の
連
休
を
利
用
し
て
Ｇ
8
各
国
を
訪
問
し
、
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
を
始
め
と

す
る
一
連
の
課
題
に
つ
き
意
見
交
換
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
も
、
今
回
の
Ｓ
Ｐ
Ｆ
諸
国
の
率
直
な
ご
意
見
を
十
分
念
頭
に
置
い

て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
」と
し
て
、島
サ
ミ
ッ
ト
が
Ｇ
8
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
の
準
備
会
議
と
し
て
の
意
義
を
十
分
に
も
っ

て
い
た
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
。

ま
た
、
同
会
議
の
継
続
的
な
開
催
に
つ
い
て
は
森
首
相
が
同
記
者
会
見
の
冒
頭
発
言
で「
Ｓ
Ｐ
Ｆ
諸
国
か
ら『
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
』

の
継
続
的
な
開
催
に
つ
い
て
強
い
要
請
が
あ
り
、
ま
た
、
わ
が
国
と
し
て
も
首
脳
レ
ベ
ル
で
の
対
話
は
大
変
有
益
で
あ
る
と
評
価
し
て
い

る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
今
後
2
〜
3
年
後
を
目
途
に
次
回
の
首
脳
会
合
を
開
催
し
た
い
と
考
え
、
首
脳
会
議
の
場
で
自
分
よ
り
そ
の
旨
を

表
明
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
会
議
冒
頭
の
森
首
相
の
基
調
演
説
で
「
今
後
と
も
、
首
脳
・
閣
僚
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
政
治
対
話
…
（
中

略
）
…
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
表
明
し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
事
実
上
、
そ
の
方
向
性
は
事
前
に
決
め
ら
れ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
記
者
会
見
に
お
い
て
、
会
議
の
共
同
議
長
を
務
め
た
パ
ラ
オ
共
和
国
の
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
が
「
我
々
は
第
3
回
の

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
森
総
理
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
通
り
、
定
期
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
」
と
表
明
し（
37
）た。

な
お
、
継
続
開
催
さ
れ
る
「
島
サ
ミ
ッ
ト
」
と
し
て
は
出
発
点
と
な
っ
た
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
に
お
い
て
、
太
平
洋
の
将
来
に
関
す
る

日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
ま
た
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
中
長
期
的
な
協
力
の
方
向
性
と
し
て
「
宮

崎
宣
言
」
と
「
太
平
洋
環
境
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
両
宣
言
が
こ
れ
以
後
の
会
議
の
性
格
を
決
め
る
も
の
と
な
っ
た
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
一
つ
、「
太
平
洋
環
境
宣
言
」
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
の
豊
か
な
文
化
と
伝
統
は
、
自
然
と
の
緊
密
な
調
和
の
中
で
育
ま
れ
た
と
の
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認
識
に
立
ち
、
持
続
可
能
な
開
発
は
、
自
然
環
境
と
の
調
和
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
日
本
お
よ

び
太
平
洋
島
嶼
国
と
し
て
は
、
海
面
上
昇
問
題
の
影
響
の
重
大
性
に
鑑
み
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
京
都
議
定
書
の
発
効
に
期
待
し

た
。
ま
た
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
的
な
管
理
及
び
人
材
育
成
と
環
境
教
育
と
を
謳
っ
た
。

ま
た
、「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎
宣
言
―
共
に
語
る
未
来
」
に
お
い
て
は
、「
太
平
洋
の
今
日
に
関
す
る
共
通
認
識
」
と
「
太
平
洋

の
明
日
に
関
す
る
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
示
さ
れ（
38
）た。

上
記
の
「
共
通
認
識
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
は
、
孤
立
や
主
要
な
市
場
か
ら
の
距
離
と
い
っ
た
太
平
洋
島
嶼
国
に
共
通
す
る

不
利
な
条
件
を
軽
減
す
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
ア
ク
セ
ス
が
遅
れ
て
お
り
経
済
的
脆
弱
性
を
抱
え
る
現
状
で
は
、
国
際

競
争
の
激
化
に
晒
さ
れ
る
こ
と
は
不
利
で
あ
り
、
さ
ら
に
環
境
の
悪
化
、
感
染
症
、
国
際
組
織
犯
罪
な
ど
人
間
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
問

題
が
域
内
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
「
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、「
太
平
洋
島
嶼
国
の
持
続
可
能
な
開
発
」「
地
域
及
び
地
球
規
模
の
共
通
の
課
題
」「
日
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
3
点
か
ら
描
い
た
。

す
な
わ
ち
、「
持
続
可
能
な
開
発
」
に
つ
い
て
は
、「
経
済
的
・
政
治
的
に
自
立
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｆ
加
盟
太
平
洋
島
嶼
国
が
、
様
々
な
国
際
的

な
枠
組
み
の
中
で
、
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
平
和
と
繁
栄
を
享
受
す
る
よ
う
な
太
平
洋
の
明
日
」

を
希
求
す
る
。
こ
の
た
め
、
域
内
外
の
援
助
国
に
よ
る
効
果
的
か
つ
継
続
的
な
支
援
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
加
盟
の
島
嶼
国
に
よ
る
自
助
努
力
で
、

①
教
育
・
訓
練
の
充
実
、
産
業
の
発
展
及
び
促
進
の
支
援
、
情
報
通
信
技
術
の
積
極
的
活
用
・
導
入
と
幅
広
い
普
及
を
通
じ
た
人
材
育
成
、

②
経
済
改
革
、
民
間
部
門
の
発
展
、
及
び
改
善
さ
れ
た
貿
易
・
投
資
環
境
の
促
進
、
③
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
含
む
Ｓ
Ｐ
Ｆ
加
盟

島
嶼
国
の
生
活
と
産
業
の
基
盤
と
な
る
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
の
環
境
に
優
し
い
形
で
の
改
善
、
④
国
際
貿
易
ル
ー
ル
に
関
す
る
将
来
の
交
渉

を
通
じ
て
Ｓ
Ｐ
Ｆ
加
盟
島
嶼
国
を
含
む
全
て
の
国
に
と
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
果
を
希
求
、
⑤
経
済
、
環
境
面
で
の
島
々
の
脆
弱
性
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を
緩
和
す
る
適
切
な
措
置
の
策
定
、
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

「
共
通
の
課
題
」
に
つ
い
て
は
、「
美
し
い
島
々
と
豊
か
な
海
と
い
っ
た
周
辺
環
境
の
恵
み
が
末
永
く
世
代
を
超
え
て
享
受
さ
れ
る
よ

う
な
太
平
洋
の
明
日
」
を
希
求
す
る
。
合
わ
せ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、「
文
化
の
多
様
性
及
び
個
々
人
の
安
寧
と
福
祉
が
尊
重

さ
れ
、
守
ら
れ
る
こ
と
へ
の
強
い
希
望
」
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
は
、
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
協
力
で
、
①
気
候
変
動
な
ど
の
地
域
環
境

問
題
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、
②
海
洋
生
物
資
源
（
特
に
魚
種
）
の
保
全
、
発
展
及
び
運
営
の
枠
組
み
を
強
化
、
③
海
底
鉱
物
資
源
及

び
再
生
可
能
な
資
源
に
関
す
る
問
題
へ
の
対
処
に
お
け
る
協
力
の
強
化
、
④
文
化
的
多
様
性
の
保
護
と
尊
重
の
促
進
、
⑤
感
染
症
、
難
民

・
避
難
民
、
資
金
洗
浄
を
含
む
国
際
組
織
犯
罪
の
よ
う
な
人
間
の
安
全
保
障
の
問
題
へ
の
取
り
組
み
、
⑥
太
平
洋
地
域
を
通
過
す
る
放
射

性
物
質
の
輸
送
に
関
す
る
太
平
洋
島
嶼
国
の
懸
念
に
対
処
す
る
た
め
の
沿
岸
国
と
輸
送
国
の
対
話
の
推
進
へ
の
協
力
、
⑦
国
際
組
織
や
国

際
場
裡
に
お
い
て
共
通
の
利
益
を
促
進
す
る
た
め
の
協
力
、
⑧
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
の
機
会
を
利
用
し
て
、
安
保
理
改
革
を
含
む
包

括
的
な
国
連
改
革
の
早
期
実
現
、
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

最
後
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
各
国
首
脳
は
「
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
諸
国
を
含
む
太
平
洋
島
嶼
部
が
、
信
頼
と
友
情
に
基

づ
く
継
続
的
な
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
享
受
す
る
よ
う
な
太
平
洋
の
明
日
」
を
希
求
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
①
首
脳
・
閣

僚
レ
ベ
ル
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
対
話
の
促
進
、
②
Ｓ
Ｐ
Ｆ
を
含
む
太
平
洋
の
地
域
機
関
と
日
本
と
の
連
絡
・
協
力
の
促
進
、

③
貿
易
・
投
資
・
観
光
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
面
の
交
流
の
促
進
、
④
知
的
交
流
・
文
化
交
流
・
草
の
根
交
流
の
促
進
、
を
優
先
分
野
と
定

め
た
。

以
上
の
宮
崎
宣
言
が
、
こ
れ
以
後
の
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
基
本
と
な
っ
た
。
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4

第
3
回
以
後
の
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
共
同
宣
言
と
サ
ミ
ッ
ト
の
変
容

2
0
0
3
年
5
月
16
日
〜
17
日
に
、
沖
縄
県
名
護
市
の
万
国
津
梁
館
に
お
い
て
、
小
泉
純
一
郎
首
相
と
、
フ
ィ
ジ
ー
首
相
で
こ
の
年
の

Ｐ
Ｉ
Ｆ
議
長
で
あ
っ
た
ラ
イ
セ
ニ
ア
・
ガ
ラ
セ
首
相
が
共
同
議
長
と
な
っ
て
、「
第
3
回
日
・
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
首
脳
会

議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
に
は
、
フ
ィ
ジ
ー
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
パ
ラ
オ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
サ
モ
ア
、
ソ

ロ
モ
ン
、
ト
ン
ガ
、
ツ
バ
ル
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
キ
リ
バ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
13
か
国
と
、
当
時
は
日
本
が
国
家

承
認
し
て
い
な
か
っ
た
ク
ッ
ク
諸
島
と
ニ
ウ
エ
の
2
地
域
の
合
計
15
か
国
・
地
域
か
ら
代
表
が
出
席
し
た
。
な
お
、
ナ
ウ
ル
は
、
選
挙
な

ど
の
国
内
政
治
情
勢
の
影
響
で
欠
席
し
た
。
ま
た
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
キ
リ
バ
ス
、
ツ
バ
ル
、
ク
ッ
ク
か
ら
は
首
脳
代
理
が
出
席
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
外
相
が
参
加
し（
39
）た。

同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
2
日
間
に
わ
た
る
会
議
の
成
果
と
し
て
「
日
・
Ｐ
Ｉ
Ｆ
首
脳
会
議
首
脳
宣
言
」
と
し
て
「
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

と
、「
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
開
発
援
助
に
つ
い
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
日
本
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
3
国
間
の
協
力
に
関
す
る
共
同

文
書
」
が
発
出
さ
れ（
40
）た。

「
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
は
、「
よ
り
豊
か
で
安
全
な
太
平
洋
の
た
め
の
地
域
（
開
発
）
戦
略
」
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
、
全
部

で
10
項
目
が
掲
げ
ら
れ（
41
）た。

参
加
各
国
首
脳
は
、
1
9
9
7
年
の
第
1
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
相
互
に
利
益
を
も
た
ら
す
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
想
起
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
安
全
で
、
安
定
し
、
持
続
可
能
な
環
境
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
協
力
を
継
続

す
る
と
の
約
束
を
再
確
認
し
た
。
ま
た
、
日
本
と
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
首
脳
は
、
2
0
0
0
年
の
宮
崎
宣
言
で
表
明
さ
れ
た
「
共
に
語
る
未
来
」
を
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実
現
す
る
と
の
決
意
を
表
明
し
た
。「
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
は
、
5
つ
の
重
点
政
策
目
標
を
掲
げ
た
が
、
こ
の
う
ち
①
太
平
洋
地
域

の
安
全
保
障
の
強
化
、
②
よ
り
安
全
で
持
続
可
能
な
環
境
、
③
教
育
及
び
人
材
育
成
の
改
善
、
⑤
よ
り
活
発
で
持
続
可
能
な
貿
易
及
び
経

済
成
長
、
の
4
項
目
は
「
宮
崎
宣
言
」
か
ら
の
継
続
で
あ
る
。
①
の
「
太
平
洋
地
域
の
安
全
保
障
の
強
化
」
に
は
、
伝
統
的
な
軍
事
的
脅

威
も
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
そ
の
他
の
国
際
犯
罪
、
更
に
は
自
然
災
害
、
経
済
的
混
乱
、
汚
染
さ
れ
た
環
境
、
疾

病
な
ど
、
日
本
が
主
張
す
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
上
の
懸
念
に
対
処
す
る
も
の
で
、
宮
崎
宣
言
の
範
疇
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、「
沖

縄
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
で
は
、
④
保
健
及
び
衛
生
の
改
善
、
が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
2
0
0
3
年
に
ア
ジ
ア
地
域
を
発
火
点

と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
蔓
延
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
首
脳
会
議
で
は
、「
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
、
リ
ン
パ
性
フ
ィ
ラ
リ
ア

症
及
び
そ
の
他
の
感
染
症
並
び
に
糖
尿
病
の
蔓
延
と
の
闘
い
を
め
ざ
し
て
共
に
行
動
す
る
こ
と
を
決
断
し
、
防
疫
措
置
の
た
め
の
活
動
を

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
」
一
方
で
、「
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
へ
の
懸

念
」
を
共
有
し
た
。

そ
の
3
年
後
の
2
0
0
6
年
5
月
26
・
27
日
に
は
、
第
3
回
と
同
じ
沖
縄
県
名
護
市
の
万
国
津
梁
館
で
「
第
4
回
日
本
・
太
平
洋
諸
島

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
首
脳
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
首
脳
宣
言
と
し
て
8
項
目
か
ら
な
る
「
よ
り
強
く
繁
栄
し
た
太
平

洋
地
域
の
た
め
の
沖
縄
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
採
択
し
、
こ
れ
に
加
え
て
、
前
回
の
3
国
共
同
文
書
を
さ
ら
に
強
化
す
る
も
の
と
し
て
、

日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
3
か
国
の
協
力
強
化
に
関
す
る
共
同
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
発
表
し（
42
）た。

新
た
な
「
沖
縄
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
し
た
首
脳
宣
言
で
は
、
97
年
の
「
第
1
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
以

来
、
相
互
の
努
力
に
よ
り
こ
れ
ま
で
強
化
さ
せ
発
展
さ
せ
て
き
た
信
頼
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
よ
り
強
く
繁
栄
し
た
太
平
洋
地
域
の
達
成

の
た
め
に
、
こ
の
特
別
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
決
意
を
新
た
に
し（
43
）た。
ま
た
、
前
年
、
2
0
0
5
年
10

月
に
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
Ｐ
Ｉ
Ｆ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
各
国
の
努
力
が
進
め
ら
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れ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
日
本
政
府
と
し
て
は
、
以
下
の
5
点
を
重
点
支
援
項
目
と
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、（
ａ
）
経
済

成
長：

貿
易
、
投
資
、
イ
ン
フ
ラ
、
漁
業
、
観
光
等
の
分
野
に
お
け
る
協
力
。（
ｂ
）持
続
可
能
な
開
発：

環
境
、
保
健
、
水
と
衛
生
、
教

育
・
職
業
訓
練
等
の
分
野
に
お
け
る
協
力
。（
ｃ
）良
い
統
治：

行
政
能
力
向
上
、制
度
整
備
等
の
分
野
に
お
け
る
協
力
。（
ｄ
）安
全
確
保：

防
災
、
組
織
犯
罪
対
策
等
の
分
野
に
お
け
る
協
力
。（
ｅ
）人
と
人
と
の
交
流：

人
物
交
流
及
び
文
化
交
流
の
促
進
、
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
2
0
0
0
年
の
「
宮
崎
宣
言
」
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
2
0
0
3
年
に
強
調
さ
れ
て
い
た
、「
保
健
及
び
衛
生

の
改
善
」
は
、（
ｂ
）に
含
む
も
の
と
さ
れ
独
立
し
た
項
目
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
感
染
拡
大
が
収
ま
り
、
そ
の
後
、

特
に
留
意
さ
れ
る
感
染
症
が
こ
の
地
域
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
新
た
な
提
案
と
し
て
、
首
脳
宣
言
の
第
8
項
に
、
沖
縄
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
実
施
状
況
及
び
日
本
と
Ｐ
Ｉ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
の
間

の
今
後
の
協
力
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
を
毎
年
行
う
た
め
、
日
本
と
Ｐ
Ｉ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
合
同
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
3
年
に
一
度
の
域
内
首
脳
に
よ
る
意
見
交
換
、
情
報
共
有
の
機
会
か
ら
、

決
定
事
項
の
執
行
を
確
認
す
る
、
恒
常
的
な
政
策
実
施
管
理
を
伴
う
組
織
体
へ
と
変
貌
と
遂
げ
始
め
た
と
い
え
る
。

続
く
2
0
0
9
年
5
月
22
日
、
23
日
に
は
、
前
回
ま
で
と
は
異
な
り
北
海
道
ト
マ
ム
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
麻
生

首
相
と
ニ
ウ
エ
の
タ
ラ
ン
ギ
首
相
の
共
同
議
長
の
下
で
「
第
5
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
首
脳

の
共
同
宣
言
と
し
て
「
北
海
道
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ズ
宣
言
」
を
採
択
し（
44
）た。

こ
の
首
脳
宣
言
は
、
会
議
の
経
過
を
説
明
す
る
10
項
目
の
ほ
か
、「
環
境
と
気
候
変
動
〜
我
々
の
海
と
島
を
守
る
た
め
に
〜
」
8
項
目
、

「
脆
弱
性
の
克
服
と
人
間
の
安
全
保
障
の
推
進
」4
項
目
、「
人
と
人
の
交
流
の
強
化
〜
キ
ズ
ナ
・
プ
ラ
ン
〜
」6
項
目
、「
貿
易
・
投
資
」

3
項
目
、「
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
全
へ
の
日
本
の
支
援
」
1
項
目
、「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
1
項
目
の
、
合
計
33
項
目
か

ら
な
る
詳
細
な
も
の
と
な
っ（
45
）た。
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同
宣
言
で
は
、
第
4
項
に
お
い
て
「
日
・
Ｐ
Ｉ
Ｆ
双
方
の
努
力
に
よ
り
強
化
・
発
展
さ
れ
て
き
た
長
き
に
亘
る
緊
密
な
協
力
関
係
が
、

歴
史
的
な
絆
、
経
済
面
・
資
源
面
で
の
つ
な
が
り
、
緊
密
な
人
と
人
の
交
流
に
よ
り
、
今
日
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強
固
な
も
の
で
あ
る
」

こ
と
を
確
認
し
、
日
本
と
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
首
脳
は
、「
双
方
の
国
際
的
、
地
域
的
な
外
交
上
の
優
先
事
項
を
引
き
続
き
相
互
に
力
強
く
支
持
す

る
」
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
前
回
に
引
き
続
い
て
2
0
0
5
年
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
と
し
て
も
「
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
優
先
事
項
や
地
域
固
有
の
政
策
・
制
度
」
を
「
他
の
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携
・
相
互
補
完
し
つ
つ
支
援
す
る
際
の
効
果
的
な

枠
組
み
か
つ
有
益
な
参
考
と
な
る
」
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
い
う
、
他
の
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
日
本
と
両
国
の
首
脳
は
、「
特
に
環
境
管
理
と
気
候
変
動
、
防
災
管
理
・
対
応
、
教
育
、
保
健
、
民
間
セ
ク
タ

ー
の
発
展
の
分
野
に
お
け
る
援
助
協
調
の
対
話
を
強
化
す
る
」
こ
と
を
確
認
し
た
。

以
下
の
、「
環
境
と
気
候
変
動
〜
我
々
の
海
と
島
を
守
る
た
め
に
〜
」、「
脆
弱
性
の
克
服
と
人
間
の
安
全
保
障
の
推
進
」、「
人
と
人
の

交
流
の
強
化
〜
キ
ズ
ナ
・
プ
ラ
ン
〜
」、「
貿
易
・
投
資
」
の
4
部
門
は
、
い
ず
れ
も
「
宮
崎
宣
言
」
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が

し
だ
い
に
具
体
的
か
つ
詳
細
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
最
後
の
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
は
、
前

回
の
最
後
の
項
目
に
掲
げ
ら
れ
た
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
委
員
会
の
後
継
と
な
る
も
の
で
、
首
脳
会
議
が
3
年
に
一
度
と
い
う
ペ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
る
そ
の
間
の
年
に
も
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
中
間
会
合
を
開
く
こ
と
を
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
2
0
1
0
年
の
ハ
イ
レ
ベ

ル
中
間
会
合
で
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
強
化
さ
れ
た
取
組
を
含
む
第
5
回
日
・
Ｐ
Ｉ
Ｆ
首
脳
会
議
の
成
果
の
実
施
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
3
年
後
の
第
6
回
の
首
脳
会
議
の
準
備
プ
ロ
セ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た
。
つ
ま
り
、
第
4
回
か
ら
見
え

始
め
た
恒
常
的
組
織
機
能
の
発
展
が
、
第
5
回
以
後
は
さ
ら
に
明
確
に
な
り
、
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
が
恒
常
的
に
組
織
的
コ
ン
タ
ク
ト

を
と
り
、
既
定
の
合
意
事
項
の
実
施
状
況
と
成
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
態
勢
を
整
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。



25 「太平洋・島サミット」の定例化と変容

ま
た
、「
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
全
へ
の
日
本
の
支
援
」
は
、
従
来
の
「
人
間
の
安
全
保
障
」
だ
け
で
は
な
く
、
太
平
洋
島
嶼
国
地

域
の
平
和
と
安
全
確
保
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
も
の
で
、
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
と
い
え
る
。

そ
の
3
年
後
の
2
0
1
2
年
5
月
25
日
、
26
日
に
は
、
再
び
沖
縄
県
名
護
市
の
万
国
津
梁
館
を
会
場
に
、
野
田
佳
彦
首
相
と
ク
ッ
ク
諸

島
の
プ
ナ
首
相
の
共
同
議
長
の
下
で
「
第
6
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（Sixth

Pacific
Islands

L
eaders

M
eeting:

PA
L
M
6

）」が
開

催
さ
れ
た
。
前
回
の
サ
ミ
ッ
ト
後
に
、
自
民
党
が
下
野
し
て
民
主
党
政
権
が
成
立
し
、
鳩
山
由
紀
夫
、
菅
直
人
の
両
政
権
を
経
て
野
田
佳

彦
首
相
の
政
府
と
な
っ
て
い
た
が
、
自
民
党
政
権
の
対
太
平
洋
島
嶼
国
外
交
を
継
続
し
て
同
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
と
な
っ
た
。
な
お
、
野
田

首
相
は
、
出
席
し
た
す
べ
て
の
首
脳
と
2
国
間
会
談
を
行
っ
て
、
サ
ミ
ッ
ト
終
了
時
に
は
、「
第
6
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ

Ｍ
6
）沖
縄
キ
ズ
ナ
宣
言
」
が
採
択
さ
れ（
46
）た。
ま
た
、
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
2
0
1
1
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年
余
り
を
経

て
の
開
催
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
野
田
首
相
か
ら
各
国
首
脳
に
対
し
て
、
震
災
に
際
し
て
の
温
か
い
お
見
舞
い
と
支
援
に
謝
意
が
述
べ
ら

れ
た
。

「
沖
縄
キ
ズ
ナ
宣
言
」
で
は
、
序
文
に
相
当
す
る
3
項
目
の
ほ
か
、「
島
サ
ミ
ッ
ト
・
プ
ロ
セ
ス
」
4
項
目
、「
自
然
災
害
へ
の
対
応
」

6
項
目
、「
日
本
に
よ
る
支
援
策
」
6
項
目
、「
環
境
・
気
候
変
動
」
7
項
目
、「
持
続
可
能
な
開
発
と
人
間
の
安
全
保
障
」
6
項
目
、「
人

的
交
流
」
7
項
目
、「
海
洋
問
題
」
3
項
目
、「
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
6
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
1
項
目
の
、
合
計
40
項
目
と
な
っ（
47
）た。

「
島
サ
ミ
ッ
ト
・
プ
ロ
セ
ス
」
の
な
か
で
、
日
本
が
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
を
考
慮
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
こ

と
は
、
従
来
の
サ
ミ
ッ
ト
の
継
承
で
あ
る
が
、
従
来
と
異
な
る
特
徴
と
し
て
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
と
そ
れ
へ
の
対
処

を
反
映
し
て
、「
自
然
災
害
へ
の
対
応
」
が
独
立
し
た
項
目
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
参
加
各
国
首
脳
か
ら
東
日
本
大
震
災
へ
の
哀
悼
の

意
が
表
明
さ
れ
、
日
本
側
か
ら
被
災
者
に
対
す
る
支
援
及
び
お
見
舞
い
に
対
す
る
深
甚
な
謝
意
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
野
田
首
相
か
ら
「
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
首
脳
と
共
有
す
る
」
強
い
決
心
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
案
さ
れ
た
。
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一
方
、
前
回
同
様
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
重
視
さ
れ
た
が
、
前
回
見
ら
れ
た
日
本
に
よ
る
太
平
洋
島
嶼
国
地
域
の
平
和

と
安
全
確
保
へ
の
支
援
の
強
化
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
に
「
海
洋
問
題
」
の
項
目
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
「
太
平
洋
の

平
和
と
安
全
を
維
持
す
る
上
で
国
際
法
が
果
た
し
て
い
る
役
割
を
認
識
し
、
海
洋
秩
序
に
関
す
る
主
要
な
法
的
枠
組
み
を
反
映
し
て
い
る

1
9
8
2
年
の
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
及
び
関
連
の
実
施
協
定
の
重
要
性
」
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
れ
以
外
の
各
項
目
は
、「
宮
崎
宣
言
」
と
軌
を
一
に
す
る
内
容
で
あ
り
、
そ
の
具
現
化
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

第
3
回
以
後
、
サ
ミ
ッ
ト
は
5
月
下
旬
の
開
催
が
定
例
化
し
て
お
り
、
2
0
1
5
年
も
5
月
22
日
、
23
日
に
福
島
県
い
わ
き
市
の
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
を
会
場
に
、「
第
7
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
7
）」が
開
催
さ
れ
た
。
2
0
1
2
年
12
月
に
、
民

主
党
の
野
田
政
権
は
自
民
党
の
安
倍
晋
三
政
権
へ
と
政
権
交
代
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
再
び
自
民
党
政
権
下
で
の
同
サ
ミ
ッ
ト
開
催
と

な
っ
た
。
会
議
は
、
安
倍
首
相
と
パ
ラ
オ
共
和
国
の
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
と
が
共
同
議
長
を
務
め
、「
福
島
い
わ
き
か
ら
太
平
洋
へ
の

誓
い

共
に
創
る
豊
か
な
未
来
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
島
嶼
17
か
国
の
代
表
が
参
加
し
た
。
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
7
で
は
、「
福
島
・
い
わ

き
宣
言
―
共
に
創
る
豊
か
な
未
来
―
」
が
採
択
さ
れ（
48
）た。

「
福
島
・
い
わ
き
宣
言
」
は
、「
1

冒
頭
」
4
項
目
、「
2

島
サ
ミ
ッ
ト
・
プ
ロ
セ
ス
」
5
項
目
、「
3

日
本
の
支
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
3
項
目
、「
4

防
災
」
9
項
目
、「
5

気
候
変
動
」
10
項
目
、「
6

環
境
」
3
項
目
、「
7

人
的
交
流
」
4
項
目
、「
8

持

続
可
能
な
開
発
」
5
項
目
、「
9

大
洋
・
海
洋
問
題
・
漁
業
」
6
項
目
、「
10

産
業
振
興
・
貿
易
投
資
促
進
」
4
項
目
、「
11

戦
没

者
遺
骨
の
収
容
」
1
項
目
、「
12

不
発
弾
処
理
」
1
項
目
、「
13

国
連
安
保
理
改
革
」
1
項
目
、「
14

平
和
へ
の
誓
い
」
1
項
目
、「
15

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
7
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」
1
項
目
の
合
計
58
項
目
と
大
幅
に
増
量
さ
れ（
49
）た。

「
4

防
災
」
は
、
前
回
の
「
自
然
災
害
へ
の
対
応
」
の
名
称
を
変
え
た
も
の
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
も
あ
る
福
島
県
い

わ
き
市
を
会
場
と
し
た
だ
け
に
、
内
容
的
に
は
増
量
し
て
、「
太
平
洋
地
域
が
、
地
震
、
津
波
、
洪
水
、
台
風
、
サ
イ
ク
ロ
ン
な
ど
の
自
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然
災
害
に
遭
い
や
す
い
こ
と
」
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
第
7
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
は
、「
9

大
洋
・
海
洋
問
題
・
漁
業
」
の
最
後
に
置
か
れ
た
第
49
項
目
に
お
い
て
、「
首

脳
は
、
太
平
洋
に
お
け
る
平
和
と
安
全
の
重
要
性
に
改
め
て
言
及
し
、
国
連
海
洋
法
条
約
及
び
関
連
実
施
協
定
を
含
む
、
普
遍
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
国
際
法
の
原
則
に
従
い
、
海
洋
秩
序
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
こ
と
」
を
再
確
認
し
た
。
こ
れ
は
、
名
指
し
は
し
て
い
な
い
が
海

洋
法
を
守
ら
な
い
国
家
へ
の
警
鐘
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
福
島
・
い
わ
き
宣
言
」
は
、「
11

戦
没
者
遺
骨
の
収
容
」、「
12

不
発
弾
処
理
」、「
13

国
連
安
保
理
改
革
」、「
14

平

和
へ
の
誓
い
」
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
項
目
と
し
て
置
い
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
こ
の
年
、
2
0
1
5
年
は
、
1
9
4
5
年

の
日
本
の
第
2
次
世
界
大
戦
敗
戦
か
ら
70
年
の
年
で
あ
り
、
安
倍
首
相
が
「
戦
後
70
年
の
首
相
談
話
」
を
発
表
し
た
年
で
あ
り
、
安
倍
政

権
の
「
戦
後
70
年
」
へ
の
意
識
が
「
福
島
・
い
わ
き
宣
言
」
に
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
日
本
と
太
平
洋

島
嶼
国
の
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
場
と
し
て
の
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
に
、
日
本
の
主
張
が
や
や
強
く
示
さ
れ
た
も
の
と

み
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、「
国
連
安
保
理
改
革
」
は
、「
宮
崎
宣
言
」
に
も
触
れ
ら
れ
、
同
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
従
来
か
ら
取
り
上
げ

ら
れ
て
き
た
が
、
当
初
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
の
改
革
実
現
が
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
15
年
を
経
て
、
戦
後
70
年
を
機
に
改
め

て
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
3
年
後
の
2
0
1
8
年
も
、
同
じ
安
倍
政
権
の
下
、
前
回
と
同
じ
福
島
県
い
わ
き
市
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
お
い
て

5
月
18
日
、
19
日
に
「
第
8
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
は
、
安
倍
首
相
と
と
も
に
サ
モ
ア
の
ト
ゥ
イ
ラ
エ
バ
首

相
が
共
同
議
長
を
務
め
、「
繁
栄
し
自
由
で
開
か
れ
た
太
平
洋
に
向
け
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
て

実
施
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
と
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
2
地
域
の
代
表
も
参
加
し
て
19
か
国
・
地
域
の
首
脳
等
に

よ
る
国
際
会
議
と
な
っ
た
。
会
議
の
最
後
に
は
、「
第
8
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
8
）首
脳
宣
言
」
が
採
択
さ
れ（
50
）た。
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こ
の
首
脳
宣
言
は
、「
概
観
」
と
し
て
3
項
目
、「
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
プ
ロ
セ
ス
及
び
永
続
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
向
け
た
戦
略
的
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
6
項
目
、「
法
の
支
配
に
基
づ
く
海
洋
秩
序
及
び
海
洋
資
源
の
持
続
可
能
性
」
が
10
項
目
、「
強
靭
で
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の

基
盤
の
強
化
」
が
13
項
目
、「
人
的
交
流
・
往
来
の
活
性
化
」
が
9
項
目
、「
国
際
場
裡
に
お
け
る
協
力
」
が
8
項
目
、「
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
8
会

期
中
に
お
け
る
協
力
活
動
」
が
2
項
目
、
そ
し
て
「
今
後
の
見
通
し
」
が
2
項
目
で
、
合
計
52
項
目
か
ら
な
っ
て
い（
51
）る。

前
回
、「
第
7
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
が
2
0
1
5
年
と
い
う
第
2
次
世
界
大
戦
敗
戦
か
ら
70
年
目
の
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
付
加
さ
れ
て
い
た
「
戦
没
者
遺
骨
の
収
容
」、「
不
発
弾
処
理
」
と
「
平
和
へ
の
誓
い
」
の
3
項
目
が
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
8
の
首
脳
宣
言
で

は
外
さ
れ
た
が
、
前
回
の
「
国
連
安
保
理
改
革
」
に
つ
い
て
は
、「
国
際
場
裡
に
お
け
る
協
力
」
の
第
45
項
に
お
い
て
、
常
任
及
び
非
常

任
理
事
会
議
席
双
方
の
拡
大
に
言
及
し
つ
つ
、
参
加
各
国
首
脳
は
「
21
世
紀
の
国
際
社
会
の
現
実
を
よ
り
よ
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
連

安
全
保
障
理
事
会
の
正
当
性
、
実
効
性
及
び
代
表
性
の
更
な
る
向
上
の
必
要
性
」
の
再
確
認
を
掲
げ
て
、
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
加
盟

国
の
首
脳
は
「
日
本
が
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
と
な
る
こ
と
に
対
す
る
支
持
を
改
め
て
表
明
し
た
」。

な
お
、
こ
の
宣
言
の
題
名
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
安
倍
首
相
は
2
0
1
6
年
8
月
27
日
の
「
第
6
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（T
IC
A
D
V
I

）」の
基
調
演
説
で
触
れ
て
以
来
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
を
外
交
戦
略
の
柱
と
す
る
こ
と
に
な
り
、

2
0
1
7
年
の
「
外
交
青
書
」
に
お
い
て
は
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
が
特
集
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
安

倍
首
相
は
、「
第
8
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、
各
国
首
脳
と
個
別
の
会
談
の
機
会
に
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

構
想
へ
の
賛
同
を
求
め
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
首
脳
宣
言
で
は
、「
法
の
支
配
に
基
づ
く
海
洋
秩
序
及
び
海
洋
資
源
の
持
続
可
能
性
」
の
第

10
項
に
、
参
加
各
国
首
脳
が
「
太
平
洋
に
お
い
て
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
、
開
か
れ
た
、
持
続
可
能
な
海
洋
秩
序
の
重
要
性
を
強

調
し
、
そ
れ
が
地
域
の
平
和
、
安
定
、
強
靱
性
及
び
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
を
認
識
し
た
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
太
平
洋
諸

島
フ
ォ
ー
ラ
ム
加
盟
国
の
首
脳
は
、
太
平
洋
に
お
け
る
協
力
及
び
発
展
に
対
し
日
本
が（
ａ
）法
の
支
配
及
び
航
行
の
自
由
の
普
及
及
び
定
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着
、（
ｂ
）連
結
性
の
強
化
を
通
じ
た
経
済
的
繁
栄
の
追
求
、
並
び
に（
ｃ
）海
上
安
全
及
び
防
災
の
分
野
に
お
け
る
協
力
等
の
平
和
と
安
定

に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
3
本
柱
か
ら
成
る
『
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
』
や
そ
う
し
た
新
し
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

通
じ
る
等
に
よ
り
行
う
積
極
的
か
つ
建
設
的
な
貢
献
を
歓
迎
し
た
」
と
し
て
、
日
本
の
言
動
を
了
承
し
た
。
こ
の
う
ち
「
法
の
支
配
」
に

つ
い
て
は
、
第
12
項
で
も
、
各
国
首
脳
が
「
太
平
洋
に
お
け
る
法
の
支
配
に
基
づ
く
海
洋
秩
序
を
確
保
」
す
る
た
め
に
「
海
洋
安
全
保
障

及
び
海
上
安
全
の
分
野
に
お
い
て
緊
密
に
連
携
す
る
意
図
」
を
再
確
認
し
て
、「
海
上
安
全
及
び
海
上
法
執
行
」
に
お
け
る
「
各
国
の
能

力
構
築
の
重
要
性
」
も
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、「
法
の
支
配
」
に
沿
わ
な
い
国
等
へ
の
具
体
的
な
言
及
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
北
朝
鮮
に

つ
い
て
は
、
同
国
発
の
問
題
に
関
連
し
て
「
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
の
履
行
に
関
す
る
太
平
洋
島
嶼
国
の
た
め
の
能
力
構
築
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
立
ち
上
げ
を
発
表
し
た
。

さ
ら
に
、「
国
際
場
裡
に
お
け
る
協
力
」
の
第
47
項
は
北
朝
鮮
問
題
の
た
め
に
設
け
ら
れ
、
2
0
1
8
年
4
月
下
旬
の
南
北
首
脳
会
談

に
言
及
し
、
6
月
の
米
朝
首
脳
会
談
へ
の
期
待
感
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
国
連
安
保
理
決
議
の
完
全
な
履
行
を
求
め

た
。
ま
た
、
各
国
首
脳
は
北
朝
鮮
に
よ
る
「
拉
致
問
題
の
即
時
解
決
を
含
め
、
人
道
上
の
懸
念
に
対
処
す
る
こ
と
の
重
要
性
」
を
強
調
し

た
。以

上
の
よ
う
に
、「
第
8
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
首
脳
宣
言
は
、「
宮
崎
宣
言
」
か
ら
継
続
し
て
い
る
、
太
平
洋
島
嶼
地
域
の
持

続
的
な
開
発
、
発
展
や
環
境
保
護
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
対
処
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
詳
細
か
つ
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
言
及

す
る
と
と
も
に
、
安
倍
政
権
が
主
導
し
た
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
や
、
北
朝
鮮
の
拉
致
問
題
の
即
時
解
決
な
ど
、

日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
と
み
ら
れ
る
新
た
な
項
目
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

そ
し
て
本
年
7
月
2
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
対
面
で
の
開
催
を
回
避
し
、
テ
レ
ビ
会
議
方
式
で「
第
9
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト（
Ｐ

Ａ
Ｌ
Ｍ
9
）」が
開
催
さ
れ
た
。
画
面
を
通
し
て
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
前
回
同
様
の
19
か
国
・
地
域
の
首
脳
等
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
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時
節
柄
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
が
重
点
分
野
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
参
加
各
国
首
脳
か
ら
は
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
9
の
3
週
間
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
前
回
に
引
き
続
い
て
、
日
本
は
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
太
平
洋
キ
ズ
ナ
政
策
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
9
は
、
安
倍
首
相
か
ら
引
き
継
い
だ
菅
義
偉
首
相
と
、
ツ
バ
ル
の
カ
ウ
セ
ア
・
ナ
タ
ノ
首
相
が
共
同
議
長
と
な
っ
て
進
め
ら

れ
、
会
議
の
最
後
に
は
「
第
9
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
9
）首
脳
宣
言
」
が
採
択
さ
れ（
52
）た。

「
第
9
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
9
）」の
首
脳
宣
言
は
、「
概
観
」
が
1
項
目
、「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｍ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
地

域
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
6
項
目
、「
重
点
協
力
分
野
1：

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
回
復
」
が
2
項
目
、「
重
点
協
力
分
野

2：

法
の
支
配
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
海
洋
」が
3
項
目
、「
重
点
協
力
分
野
3：

気
候
変
動
・
防
災
」が
2
項
目
、「
重
点
協
力
分
野
4：

持
続
可
能
で
強
靭
な
経
済
発
展
の
基
盤
強
化
」
が
2
項
目
、「
国
際
場
裡
で
の
協
力
」
が
3
項
目
、「
今
後
の
見
通
し
」
が
1
項
目
で
、
全

体
が
20
項
目
と
や
や
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

「
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
地
域
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
第
2
項
に
お
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
首
脳
が
、「
相
互
の
信
頼

及
び
尊
重
並
び
に
自
由
、
民
主
主
義
、
人
権
及
び
環
境
の
尊
重
」
と
い
う
共
通
の
価
値
に
裏
打
ち
さ
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一
層
強

化
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

実
は
2
0
2
0
年
以
来
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
内
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
相
互
間
の
不
協
和
音
が
あ
り
、
2
0
2
1
年

2
月
に
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
キ
リ
バ
ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ナ
ウ
ル
、
パ
ラ
オ
が
Ｐ
Ｉ
Ｆ
か
ら
の
脱
退
を
表
明
し（
53
）た。
こ
の
た
め
、

太
平
洋
島
嶼
国
地
域
す
べ
て
を
包
括
す
る
会
議
と
し
て
、「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
意
義
が
従
来
と
異
な
る
重
要
性
を
持
つ
結
果
と

な
っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
プ
ロ
セ
ス
が
行
動
志
向
的
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
本
サ
ミ
ッ
ト
で
は
共
同
行
動
計
画
を
承
認
し
た
が
、
元
々
の
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Ｐ
Ｉ
Ｆ
と
そ
の
域
外
國
で
あ
る
日
本
と
の
協
調
行
動
の
枠
組
み
と
し
て
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
は
、
日
本
と
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
参
加
国
が
協
調
す
る
こ
と

で
、
太
平
洋
島
嶼
国
全
体
が
一
つ
の
方
向
に
進
む
枠
組
み
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｐ
Ｉ
Ｆ
内
部
の
分
裂
は
、事
務
局
長
人
事
を
直
接
の
原
因
と
し
て
表
面
化
し
た
も
の
で
、2
0
2
0
年
夏
前
か
ら
表
面
化
し
、2
0
2
1

年
2
月
に
決
定
的
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
元
々
、
1
9
7
1
年
の
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
結
成
時
に
は
、
加
盟
国
は
「
南
太
平
洋
」
の
島
嶼
国
で
あ

り
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
と
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
国
で
あ
っ
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
国
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
国
ぐ
に
の
独
立

が
遅
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
パ
ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
3
国
は
、
ア
メ
リ
カ
と
自
由
連
合
盟
約（C

om
pact

of
Free

A
ssociation,

C
O
FA：

い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ
ク
ト
）
を
結
ん
で
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
的
支
援
を
受
け
る
一
方
で
、
安
全
保
障

を
ア
メ
リ
カ
に
依
存
す
る
国
ぐ
に
で
あ
る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
と
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
国
ぐ
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
繋

が
り
が
元
来
深
く
、
そ
れ
ら
の
国
ぐ
に
の
主
要
部
分
は
相
対
的
に
近
い
の
に
対
し
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
国
ぐ
に
は
距
離
的
に
も
遠
い
。

つ
ま
り
、
歴
史
的
背
景
と
地
理
的
関
係
か
ら
、
太
平
洋
島
嶼
国
14
か
国
と
い
っ
て
も
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
5
か
国
が
疎
外
さ
れ
や
す
い
関
係

に
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
、
1
期
3
年
で
2
期
6
年
を
一
単
位
と
し
て
、
3
つ
の
地
域
間
で
回
り
持

ち
に
す
る
と
い
う
紳
士
協
定
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
体
の
一
体
性
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
地
域
の
サ
モ
ア
が
事
務
局
長
を
出
し
て
お
り
、
続
く
2
0
1
4
年
か
ら
2
0
2
0
年
は

メ
ラ
ネ
シ
ア
地
域
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
が
事
務
局
長
を
出
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
順
番
通
り
な
ら
、
次
の
2
0
2
0
年
か
ら
6

年
間
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
番
で
あ
る
。
そ
こ
で
2
0
1
9
年
10
月
の
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
大
統
領
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア

5
か
国
は
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
駐
米
大
使
を
務
め
て
い
た
ゲ
ラ
ル
ド
・
ザ
キ
オ
ス
氏
を
事
務
局
長
に
推
す
と
決
め
た
。
し
か
し
、
こ
れ
と

は
別
に
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
ク
ッ
ク
諸
島
の
元
首
相
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
プ
ナ
氏
が
6
月
に
立
候
補
を
表
明
し
た
た
め
、
パ
ラ
オ
の
レ
メ
ン
ゲ

サ
ウ
大
統
領
は
こ
れ
に
不
快
感
を
表
明
し
た
。
10
月
に
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ
大
統
領
は
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
大
統
領
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
も
し
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ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
か
ら
事
務
局
長
が
選
出
さ
れ
な
い
な
ら
パ
ラ
オ
は
Ｐ
Ｉ
Ｆ
か
ら
脱
退
す
る
と
示
唆
し
て
警
告
を
発
す
る
事
態
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
本
来
な
ら
2
0
2
0
年
に
交
代
す
べ
き
Ｐ
Ｉ
Ｆ
事
務
局
長
の
決
定
は
先
延
ば
し
さ
れ
、
2
0
2
1
年
2
月
3
日
の
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
Ｐ
Ｉ
Ｆ
臨
時
首
脳
会
議
で
の
決
定
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
し
か
も
、
こ
の
首
脳
会
議
で
は
無
記
名
投
票
の
結
果
、
9
対
8
の
1

票
差
で
、
ク
ッ
ク
諸
島
の
プ
ナ
元
首
相
が
事
務
局
長
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
パ
ラ
オ
は
翌
2
月
4
日
に
Ｐ
Ｉ
Ｆ
か
ら
の
脱
退
を
表
明
、
手
続
き
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
2
月
8
日
に
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
大
統
領
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
5
か
国
と
し
て
Ｐ
Ｉ
Ｆ
脱
退
に
同
意
、
そ
の
後
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
マ

ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
正
式
に
脱
退
手
続
き
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ（
54
）る。
最
終
的
な
手
続
き
終
了
は
2
0
2
2
年
2
月
ま
で
か
か
る
。

以
上
の
経
過
か
ら
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
5
か
国
と
そ
の
他
9
か
国
の
間
に
は
、
も
と
も
と
確
執
が
あ
り
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
側
に
非
差
別
意
識

が
根
差
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
事
務
局
長
人
事
で
の
諍
い
か
ら
、
離
脱
へ
の
引
き
金
が
引
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
が
強
く
、
台
湾
と
の
国
交
国
3
つ
を
含
む
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
5
か
国
の
Ｐ
Ｉ
Ｆ
離
脱
は
、
残
っ
た
Ｐ
Ｉ
Ｆ
内

で
の
中
国
の
影
響
力
拡
大
の
可
能
性
を
高
め
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
太
平
洋
島
嶼
国
14
か
国
一
致
し

て
の
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
構
想
の
支
持
の
継
続
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
首
脳
が
、「
相
互
の
信
頼
及
び
尊
重
並
び
に
自

由
、
民
主
主
義
、
人
権
及
び
環
境
の
尊
重
」
で
一
致
し
続
け
ら
れ
る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
第
3
項
は
、
参
加
各
国
首
脳
全
体
、
す
な
わ
ち
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
首
脳
が
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
「
太
平
洋
地
域
主
義
の
た
め
の
枠
組
み
」
及
び

日
本
の
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
下
で
示
さ
れ
て
い
る
、
太
平
洋
地
域
の
た
め
の
「
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

議
論
し
、「
自
由
、
民
主
主
義
及
び
法
の
支
配
」
な
ど
の
共
通
の
価
値
に
つ
い
て
共
通
認
識
に
い
た
っ
た
。
日
本
が
主
張
し
て
き
た
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
の
「
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
地
域
の
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中

で
、「
Ｐ
Ｉ
Ｆ
首
脳
は
、
日
本
の
『
太
平
洋
島
嶼
国
協
力
推
進
会
議
』
を
通
じ
た
も
の
を
含
め
、『
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
』
構
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想
に
基
づ
き
、『
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
』
で
の
取
組
を
通
じ
日
本
と
Ｐ
Ｉ
Ｆ
島
嶼
国
と
の
間
の
協
力
を
更
に
強
化
す
る
、
日
本
の
『
太
平
洋

の
キ
ズ
ナ
政
策
』
を
菅
総
理
が
発
表
し
た
こ
と
を
歓
迎
し
た
」
と
言
及
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
で
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
政
権

に
代
わ
っ
て
1
月
に
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
1
月
28
日
の
日
米
首
脳
電
話
会
談
を
皮
切
り
に
、

3
月
12
日
の
日
米
豪
印
の
4
か
国
首
脳
テ
レ
ビ
会
議
、
さ
ら
に
は
4
月
16
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
対
面
で
の
日
米
首
脳
会
談
、
5
月

5
日
の
Ｇ
7
外
相
会
議
、
そ
し
て
6
月
12
日
の
イ
ギ
リ
ス
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
Ｇ
7
首
脳
会
議
で「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

の
維
持
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
と
同
調
し
て
い（
55
）る。

な
お
、
同
首
脳
宣
言
が
重
点
協
力
分
野
の
冒
頭
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
回
復
」
を
掲
げ
た
こ
と
は
、
昨
今
の
情
勢
か

ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
2
0
1
9
年
末
に
中
国
の
武
漢
市
が
起
点
と
な
っ
て
全
世
界
に
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
が
継
続
し
て
い
る
な
か
で
、
医
療
体
制
が
脆
弱
で
、
移
動
手
段
が
限
定
さ
れ
、
閉
鎖
性
を
免
れ
な
い
島
嶼
国
に
と
っ
て
は
、

感
染
症
対
策
は
特
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
と
の
関
連
で
、「
国
際
場
裡
で
の
協
力
」の
第
19
項
で
は
、「
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
そ
の
目
的
に
適
合
し
続
け
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
強
化
し
、
改
革
す
る
」
決
意
を
示
し
た
。
そ
こ
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
初
期
に
お
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
十
分
か
つ
的
確
に
機
能
し
た
と
は
い
え
な
い
状
況
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
。

な
お
、
第
19
項
で
は
、
国
連
改
革
、
特
に
安
保
理
の
「
正
統
性
、
実
効
性
及
び
代
表
性
の
更
な
る
向
上
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
各
国
首

脳
が
一
致
し
て
再
確
認
し
た
。
こ
れ
と
の
関
連
で
、
菅
首
相
は
、「
日
本
が
国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
に
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
対
す

る
Ｐ
Ｉ
Ｆ
加
盟
国
・
地
域
の
継
続
的
な
支
持
」
に
謝
意
を
表
明
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
18
項
で
は
北
朝
鮮
の
「
全
て
の
大
量
破
壊
兵
器
及
び
あ
ら
ゆ
る
射
程
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
完
全
な
、
検
証
可
能
な
、
か
つ
、

不
可
逆
的
な
廃
棄
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
の
重
要
性
」
を
強
調
し
て
、
北
朝
鮮
に
具
体
的
な
行
動
を
促
し
た
。
さ
ら
に
、
前
回
に
引
き

続
い
て
「
瀬
取
り
」
を
始
め
と
す
る
「
北
朝
鮮
に
よ
る
制
裁
回
避
手
法
へ
の
対
処
を
含
め
、
国
連
安
保
理
決
議
を
完
全
に
履
行
し
、
ま
た
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執
行
す
る
」
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
前
回
と
同
様
に
北
朝
鮮
に
よ
る
「
拉
致
問
題
の
即
時
解
決

を
含
め
、
人
道
上
の
懸
念
に
対
処
す
る
こ
と
の
継
続
的
な
重
要
性
」
を
強
調
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
第
2
回
か
ら
第
9
回
ま
で
の
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」
の
成
果
と
し
て
の
首
脳
宣
言
を
比
較
分
析
す
る
と
、
こ
の

20
年
余
り
の
間
に
、
同
会
議
が
何
段
階
か
の
変
容
を
経
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

5

結
語

1
9
9
7
年
10
月
13
日
に
日
本
の
外
務
省
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
た
「
日
本
・
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
」
の
開
催
は
、
日
本

に
と
っ
て
は
、
国
連
改
革
で
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
の
枠
拡
大
を
実
現
し
、
常
任
理
事
国
入
り
を
目
指
す
た
め
に
、
太
平
洋
島
嶼

国
の
支
援
を
維
持
す
る
意
義
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
会
議
は
、
こ
の
年
の
12
月
に
京
都
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
第
3
回
締
約
国
会
議
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
の
成
功
の
た
め
に
、
地
球
温
暖
化
に
最
も
危
機
感
を
強
く
抱

い
て
い
る
太
平
洋
島
嶼
国
の
意
向
を
汲
み
、
そ
の
協
力
を
得
る
た
め
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、
太
平
洋
島
嶼
国
に
と
っ
て
は
、
冷
戦

終
結
後
に
旧
宗
主
国
か
ら
の
支
援
が
先
細
り
に
な
る
な
か
、
日
本
か
ら
の
支
援
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
上
記
の
京
都
会
議
そ
の
他
各
種

の
国
際
会
議
に
お
い
て
、
小
国
で
あ
る
が
ゆ
え
に
乏
し
い
発
信
力
を
補
い
、
日
本
を
通
じ
て
太
平
洋
島
嶼
国
の
声
を
国
際
社
会
に
送
り
届

け
る
た
め
の
機
会
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
日
本
政
府
は
、
同
首
脳
会
議
の
成
功
を
評
価
し
、
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
緊
密
な
関
係
を
維
持
し
た
い
意
向
を
も
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
太
平
洋
島
嶼
国
側
も
、
日
本
と
の
関
係
強
化
を
望
ん
で
お
り
、
1
9
9
9
年
10
月
の
第
13
回
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｓ

Ｐ
Ｆ
）
の
共
同
声
明
第
53
項
に
お
い
て
、
日
本
と
の
関
係
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
が
日
本
と
2
回
目
の
首
脳
会
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議
開
催
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
交
渉
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。

日
本
は
、
こ
の
共
同
声
明
を
踏
ま
え
て
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
直
後
の
第
11
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
閉
幕
後
対
話
に
、
域
外
国
代
表
と
し
て
東
祥
三

外
務
政
務
次
官
を
出
席
さ
せ
、
東
次
官
は
会
議
の
冒
頭
談
話
で
、
2
0
0
0
年
の
適
当
な
時
期
に
お
け
る
第
2
回
の
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
と
の

首
脳
会
議
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
と
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｆ
諸
国
の
反
応
が
肯
定
的
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
政
府
は
日
本

・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
首
脳
会
議
の
準
備
を
具
体
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
、
99
年
12
月
18
日
、
小
渕
首
相
が
2
0
0
0
年
4
月
22
日
に
同
会
議
を
開
催

す
る
と
決
断
し
た
。
翌
日
、
12
月
19
日
、
小
渕
首
相
は
、
来
日
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｆ
議
長
の
パ
ラ
オ
共
和
国
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
と
の
会
談
に
お
い

て
こ
の
決
断
を
伝
え
、
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
の
了
承
を
得
た
こ
と
で
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
が
宮
崎
で
、
2
0
0
0
年
4
月
22
日
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
本
決
ま
り
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
の
開
催
準
備
は
、Ｇ
8
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
準
備
と
並
行
し
て
、な
お
か
つ
宮
崎
で
4
月
に
開
催
さ
れ

る
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
が
、
沖
縄
で
7
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｇ
8
サ
ミ
ッ
ト
の
予
行
練
習
に
な
る
よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
2
0
0
0
年
に
は
、
Ｇ
8
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
日
本
と
し
て
は
、
サ
ミ
ッ
ト
主
催
国
と
し
て
、

ア
ジ
ア
各
国
の
意
向
を
代
表
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を

含
む
太
平
洋
島
嶼
国
の
意
向
を
も
代
表
す
る
立
場
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
は
、
Ｇ
8
首
脳
に
沖
縄
の
地
政
学
的
な
認
識
を
新
た
に
せ
し
め
る
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
沖
縄
と
い
う
島
嶼

で
の
開
催
に
よ
っ
て
、
地
球
環
境
問
題
や
持
続
的
発
展
を
Ｇ
8
各
国
と
議
論
す
る
機
会
と
な
っ（
56
）た。
そ
れ
ゆ
え
、
同
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
前

に
、
主
催
国
で
あ
る
日
本
が
太
平
洋
島
嶼
国
の
意
向
を
と
り
ま
と
め
、
ま
た
太
平
洋
島
嶼
国
か
ら
日
本
へ
の
支
持
を
確
認
す
る
こ
と
は
、

日
本
が
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
を
開
催
す
る
十
分
な
意
義
づ
け
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
宮
崎
で
の
同
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
は
、
Ｇ
8
首

脳
会
議
と
い
う
沖
縄
で
の
大
規
模
国
際
会
議
開
催
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
の
意
義
も
付
与
さ
れ
た
。
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な
お
、
Ｇ
8
も
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
も
、
小
渕
恵
三
首
相
の
下
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
4
月
2
日
に
小
渕
首
相
が
倒
れ
た
こ

と
で
、
5
日
に
急
遽
、
森
喜
朗
内
閣
が
成
立
し
て
、
両
会
議
と
も
に
森
首
相
の
下
で
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
の
準
備
の
過
程
に
お
い
て
、
日
本
政
府
で
は
、
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
の
首
脳
会
談
の
定
期
化
が
検
討
さ

れ
て
い
た
の
で
、
森
首
相
に
よ
る
会
議
冒
頭
の
「
私
た
ち
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
旅
立
ち
」
と
題
す
る
演
説
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
。
ま

た
、
太
平
洋
島
嶼
国
側
か
ら
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
以
後
の
首
脳
会
議
開
催
へ
の
希
望
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
森
首
相
が
、
今
後
2
〜

3
年
後
を
目
途
に
次
回
の
首
脳
会
合
を
開
催
し
た
い
考
え
を
首
脳
会
議
の
場
で
表
明
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
共
同
議
長
を
務
め
た
パ
ラ
オ

の
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
は
、
共
同
記
者
会
見
に
お
い
て
「
我
々
は
第
3
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
ま
た
、

森
総
理
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
通
り
、
定
期
的
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
」
と
表
明
し
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
と
太
平
洋
島
嶼

国
の
首
脳
会
議
は
、
こ
れ
以
後
に
定
期
開
催
さ
れ
る
方
向
が
決
ま
っ
た
。

な
お
、
97
年
の
「
日
・
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
」
に
は
橋
本
首
相
が
出
席
せ
ず
、
高
村
正
彦
外
務
政
治
次
官
が
共
同
議
長
を

務
め
た
が
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
に
お
い
て
は
、
森
首
相
が
最
初
か
ら
最
後
ま
で
会
議
に
参
加
し
た
。
こ
れ
は
森
首
相
に
と
っ
て
同
首
脳

会
議
が
首
相
と
し
て
の
外
交
デ
ビ
ュ
ー
で
あ
り
、
な
お
か
つ
7
月
の
Ｇ
8
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
の
意
味
も
持
っ
て
い
た

以
上
、
当
然
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
以
後
、
す
べ
て
の
日
本
・
太
平
洋
島
嶼
国
首
脳
会
議
は
、
首
相
自
ら
が
主
宰
し
た
。
さ
ら

に
、
2
0
1
2
年
の
第
5
回
首
脳
会
議
で
は
、
民
主
党
の
野
田
首
相
が
、
会
議
参
加
首
脳
す
べ
て
と
個
別
会
談
も
開
い
て
、
同
首
脳
会
議

重
視
の
姿
勢
を
新
た
に
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
97
年
以
来
の
こ
の
首
脳
会
議
は
、
3
年
に
一
度
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
首
脳
が
情
報
を
共
有
し
、
共
通
の
課
題
つ

い
て
政
策
の
方
向
性
を
す
り
合
わ
せ
る
場
で
あ
り
、
ま
た
日
本
が
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
支
援
を
表
明
し
、
太
平
洋
島
嶼
国
が
国
連
改
革
等

で
の
日
本
支
持
を
確
認
す
る
、
定
期
交
流
の
場
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
と
個
別
の
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
外
交
で
あ



37 「太平洋・島サミット」の定例化と変容

る
と
と
も
に
、
日
本
と
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム（
2
0
0
0
年
以
前
は
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
と
の
外
交
関
係
で
あ
り
、
太
平
洋
島

嶼
国
を
Ｐ
Ｉ
Ｆ
事
務
局
が
と
り
ま
と
め
る
前
提
で
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
議
長
と
日
本
の
首
相
が
共
同
議
長
を
務
め
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

そ
れ
が
2
0
0
6
年
の
第
4
回
首
脳
会
議
の
首
脳
宣
言
「
よ
り
強
く
繁
栄
し
た
太
平
洋
地
域
の
た
め
の
沖
縄
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に

よ
っ
て
、
国
際
会
議
の
在
り
方
と
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
首
脳
宣
言
の
第
8
項
に
、
沖
縄
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
実
施
状
況
及
び
日
本
と
Ｐ
Ｉ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
の
間
の
今
後
の
協
力
に
関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
を
毎
年
行
う
た
め
、
日
本
と
Ｐ

Ｉ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
合
同
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
首
脳
会
議
が
、
日
本
そ

の
他
参
加
各
国
の
情
報
交
換
と
合
意
の
場
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
合
意
事
項
の
実
施
状
況
の
確
認
が
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
合
同
委
員
会
は
、
そ
の
3
年
後
、
2
0
0
9
年
の
第
5
回
首
脳
会
議
の
首
脳
宣
言
「
北
海
道
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

ズ
宣
言
」
に
お
い
て
は
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
首
脳
会
議
の
翌
年
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
中
間
会
合
を
持
つ

こ
と
と
し
、
さ
ら
に
3
年
後
の
第
6
回
首
脳
会
議
の
準
備
プ
ロ
セ
ス
を
開
始
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
3

年
に
一
度
の
参
加
各
国
首
脳
間
の
顔
合
わ
せ
と
し
て
の
首
脳
会
議
が
、
首
脳
宣
言
の
恒
常
的
な
執
行
管
理
を
実
施
し
、
こ
れ
と
並
行
し
て

次
回
会
議
に
向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
る
と
い
う
、
国
際
的
な
政
策
調
整
推
進
機
構
に
近
づ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
同
首
脳
会
議
で
は
、
従
来
は
太
平
洋
島
嶼
国
が
抱
え
る
諸
課
題
お
よ
び
日
本
と
太
平
洋
島
嶼
国
、
あ
る
い
は
世
界
共
通
の
課
題

に
つ
い
て
議
論
し
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
首
脳
宣
言
で
あ
っ
た
が
、
2
0
1
5
年
と
2
0
1
8
年
に
は
、
日
本
政
府
の
政
策
意
図
が

首
脳
宣
言
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
2
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
か
ら
70
年
の
節
目
に
あ
た
る
2
0
1
5
年
に
は
、「
戦
後
70
年

談
話
」
を
発
表
す
る
な
ど
、
同
戦
争
の
清
算
を
意
識
し
た
安
倍
政
権
の
意
図
に
沿
っ
て
、「
福
島
・
い
わ
き
宣
言
―
共
に
創
る
豊
か
な
未

来
―
」
に
、「
戦
没
者
遺
骨
の
収
容
」、「
不
発
弾
処
理
」、「
国
連
安
保
理
改
革
」、「
平
和
へ
の
誓
い
」
が
書
き
込
ま
れ
た
。

同
様
に
、
2
0
1
8
年
の
首
脳
宣
言
に
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
首
脳
が
、
日
本
が「『
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
』
や
そ
う
し
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た
新
し
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
通
じ
る
等
に
よ
り
行
う
積
極
的
か
つ
建
設
的
な
貢
献
を
歓
迎
し
た
」
と
記
さ
れ
た
。

Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
単
に
参
加
各
国
首
脳
の
情
報
交
換
や
合
意
形
成
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
共
通
の
政
策
形
成
や
相
互
支

援
の
誓
約
の
執
行
管
理
お
よ
び
次
の
会
議
で
の
合
意
形
成
準
備
ま
で
含
む
も
の
と
な
り
、
い
わ
ば
共
同
で
政
策
の
調
整
と
推
進
を
図
る
国

際
機
構
に
近
づ
く
と
、
会
議
開
催
国
が
政
策
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
や
す
く
な
る
。
2
0
1
5
年
と
2
0
1
8
年
の
首
脳
会
議
に
お

い
て
、
日
本
の
政
策
意
図
が
首
脳
宣
言
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
傾
向
の
表
れ
だ
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、本
年
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
9
で
は
、日
本
も
太
平
洋
島
嶼
国
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
が
政
府
の
主
要
課
題
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
9
首
脳
宣
言
の
第
1
の
重
点
課
題
は
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策
と
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
安
倍
政
権
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
8
か

ら
継
続
し
て
、
首
脳
宣
言
に
お
い
て
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」
が
言
及
さ
れ
た
。
以
上
が
、
97
年
に
初
め
て
日
本
と
南
太
平

洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
24
年
間
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
変
容
の
経
過
で
あ
る
。

最
後
に
、
2
0
2
0
年
か
ら
し
だ
い
に
悪
化
し
た
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
諸
国
間
の
分
裂
状
況
が
、
2
0
2
1
年
2
月
の
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
事
務
局
長
選
出
を
機
に
顕
在
化
し
た
こ
と
で
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
開
催
の
意
義
に
変
化
が
生
ま
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。
日
本

と
太
平
洋
島
嶼
国
と
の
首
脳
会
議
は
、
既
存
の
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｆ
）
と
い
う
会
議
体
の
加
盟
国
お
よ
び
地
域
と
日
本
と
の

国
際
会
議
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
と
Ｓ
Ｐ
Ｆ
の
首
脳
会
議
だ
っ
た
。
そ
れ
が
組
織
変
更
に
よ
っ
て
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
代
え
て
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
の
加
盟
国
・
地
域
と
日
本
と
の
国
際
会
議
と
な
っ
た
。
実
際
、
日
本
と
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
首

脳
会
議
と
し
て
発
展
し
た
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
は
、
日
本
と
個
別
の
国
家
、
地
域
と
の
交
流
、
関
係
密
接
化
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
と
い

う
会
議
体
と
日
本
と
の
協
議
と
い
う
性
格
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
2
0
2
1
年
2
月
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
5
か
国
、
す
な
わ
ち
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
パ
ラ
オ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
キ
リ
バ

ス
、
ナ
ウ
ル
が
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
の
脱
退
を
表
明
し
、
正
式
の
離
脱
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
た
。
そ
の
結
果
、Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
はPacific
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す
な
わ
ち
太
平
洋
島
嶼
国
首
脳
会
議
と
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な
い
も
の
の
、
こ
れ
以
後
は
日
本
と
太
平
洋
諸

島
フ
ォ
ー
ラ
ム
加
盟
国
・
地
域
の
首
脳
と
の
会
議
で
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
年
は
い
ま
だ
5
か
国
が
離
脱
の
過
程
と
い
う
段
階

で
あ
っ
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
も
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
5
か
国
が
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
時
点
で
の
会
議
で
あ
っ

た
が
、
想
定
さ
れ
る
次
回
2
0
2
4
年
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
で
は
事
態
が
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
5
か
国
が
一
致
し
て

Ｐ
Ｉ
Ｆ
か
ら
正
式
離
脱
を
す
る
か
ど
う
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
で
あ
る
。

Ｐ
Ｉ
Ｆ
内
部
に
対
立
と
分
裂
が
あ
っ
て
も
、
従
来
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
首
脳
宣
言
に
掲
げ
て
き
た
各
項
目
が
日
本
と
全
て
の
太
平
洋
島
嶼
国
お

よ
び
地
域
の
間
で
齟
齬
な
く
共
有
さ
れ
る
な
ら
ば
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
は
今
後
と
も
従
来
通
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、

Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
太
平
洋
島
嶼
国
14
カ
国
の
ま
と
め
役
と
し
て
機
能
し
な
い
状
況
に
お
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
が
日
本
を
含
む
太
平
洋
の
19
の
国
と
地

域
の
、
共
通
の
課
題
に
対
処
す
る
政
策
合
意
と
、
相
互
支
援
の
合
意
形
成
と
執
行
管
理
の
国
際
機
関
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
に
は
、
太
平
洋
地
域
の
協
調
と
安
定
、
持
続
的
発
展
そ
の
他
の
政
策
推
進
に
と
っ
て
、
従
来
以
上
の
重
要
性
が
付

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
分
裂
が
、
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
を
通
じ
て
形
成
し
て
き
た
政
策
合
意
お
よ
び
相
互
支
援

合
意
そ
の
も
の
の
破
綻
を
も
た
ら
す
と
す
れ
ば
、
従
来
通
り
に
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
を
定
期
開
催
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。

2
0
2
1
年
の
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
9
は
、
テ
レ
ビ
会
議
方
式
な
が
ら
従
来
の
延
長
線
上
に
会
議
が
無
事
開
催
さ
れ
た
が
、
今
後
の
変
容
に
つ
い

て
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
追
記
）

本
論
文
は
、
筆
者
の
他
、
漆
畑
春
彦
教
授
、
野
澤
基
恭
教
授
の
3
人
か
ら
な
る「『
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
』
構
想

と
太
平
洋
周
辺
国
お
よ
び
島
嶼
国
の
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
共
同
研
究
会
の
成
果
で
あ
り
、
同
研
究
に
対
す
る
平
成

国
際
大
学
の
研
究
助
成
に
よ
っ
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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【
注
】

（
1
）
「
第
9
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
9
）（
結
果
概
要
）」、
外
務
省
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
、
令
和
3
年
7
月
2
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.

jp/m
ofaj/a_o/ocn/page

3_003070.htm
l

（
2
）
Ｏ
Ｄ
Ａ
評
価
有
識
者
会
議
「
太
平
洋
島
嶼
国
国
別
評
価
の
概
要
」
2
0
0
9
年
3
月
、
参
照
。https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/4023535?

tocO
pened=

1

（
3
）
「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
台
湾
と
外
交
関
係
樹
立
」
読
売
新
聞
1
9
9
9
年
7
月
6
日
、「
台
湾
と
の
外
交
関
係
撤
回
に
『
パ
プ
ア
の
賢
明
な

決
定
を
称
賛
』

中
国
外
務
省
が
談
話
」
読
売
新
聞
1
9
9
9
年
7
月
22
日
。

（
4
）
浅
野
和
生
「
キ
リ
バ
ス
共
和
国
と
パ
ラ
オ
共
和
国
の
大
統
領
選
挙
と
台
湾
と
の
外
交
関
係
」（
平
成
法
政
研
究

第
25
巻
第
2
号

2
0
2
1
年

3
月
）
参
照
。

（
5
）
「
1
9
9
7
年
『
日
・
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
』
開
催
の
経
緯
と
開
催
意
義
」（『
中
華
日
本
研
究
』
12
期
、
2
0
2
1
年
6
月
、
台
湾

・
中
華
大
学
）

（
6
）
「
温
暖
化
で
国
が
沈
ん
で
し
ま
う
！！

Ｃ
Ｏ
2
削
減
値
、
最
大
目
標
要
求
／
南
太
平
洋
諸
国
会
議
」
読
売
新
聞
97
年
9
月
21
日
。

（
7
）
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
97
京
都

楽
園
が
沈
む
！

南
太
平
洋
の
3
国
が
温
暖
化
ガ
ス
大
幅
削
減
訴
え
」
読
売
新
聞
97
年
12
月
2
日
、「
温
暖
化
防
止
京
都
会

議
閉
幕

環
境
・
経
済
の
両
立
へ
出
発
点
」
読
売
新
聞
97
年
12
月
13
日
。

（
8
）
「
第
8
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
8
）2
0
1
8
年
5
月
18
日
〜
19
日
」、
平
成
30
年
5
月
23
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/a_

o/ocn/page25_000943.htm
l

（
9
）

Joint
Press

C
onference

on
Japan-South

Pacific
Forum

Sum
m
it
M
eeting,

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/region/asia-paci/spf/sum

m
it97/

conference.htm
l

（
10
）
黒
崎
岳
大
「
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
『
地
域
主
義
』
構
想
」（『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』
2
4
4
号
、
2
0
1
6
年
2
月
）、
お
よ
び

黒
川
岳
大
「
日
本
の
対
太
平
洋
島
嶼
国
外
交
戦
略
の
変
遷
と
課
題
」（『
太
平
洋
島
嶼
国
研
究
』
太
平
洋
諸
島
学
会
、
第
1
号
、
2
0
1
3
年
）。
国
立

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
校
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
―
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
、Sandra

Tarte,
D
iplom

atic
Strategies:

T
he
Pacific

Islands

and
Japan,

Pacific
E
conom

ic
Papers

N
o.
269,

July
1997,

https://craw
ford.anu.edu.au/pdf/pep/pep-269.pdf

お
よ
び
ワ
シ
ン
ト
ン
の
、
東

西
セ
ン
タ
ー
（E

ast
W
est
C
enter

）
のG

erard
A
.
Finin,

Terence
W
esley-Sm

ith,
A
N
ew
E
ra
for
Japan

and
the
Pacific

Islands:
T
he

Tokyo
Sum
m
it,
A
sia
Pacific

Issues,
A
nalysis

from
the
E
ast-W

est
C
enter

N
o.
32,
Septem

ber
1997,

https://w
w
w
.fites.ethz.ch/isn/

28289/api032.pdf
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（
11
）
吉
川
尚
徳
「
太
平
洋
島
嶼
国
と
『
一
帯
一
路
』
構
想
―
国
際
秩
序
の
改
革
を
意
識
す
る
中
国
―
」（『
海
幹
校
戦
略
研
究
』
第
10
巻
第
1
号
、
通
巻

第
20
号
、
2
0
2
0
年
7
月
）。
藤
森
浩
樹
「
太
平
洋
島
嶼
国
へ
の
中
国
の
影
響
力
拡
大
と
今
後
」（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
編
『
創
設
50
周
年

を
迎
え
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
課
題
と
展
望
』
2
0
2
0
年
3
月
、
所
収
）、
米
議
会
設
置
の
ア
メ
リ
カ
中
国
経
済
安
全
保
障
検
証
委
員
会
（U

.S.-C
hina

E
conom

ic
and
Security

R
eview

C
om
m
ission

）
のE

than
M
eick,

M
ichelle

K
er,
H
an
M
ay
C
han,

C
hina’s

E
ngagem

ent
in
the
Pacific

Islands:
Im
plications

for
the
U
nited

States,
Staff

R
esearch

R
eport,

June
14,
2018,

https://w
w
w
.uscc.gov/sites/default/files/R

esearch/

C
hina-Pacific%

20Islands%
Staff20R

eport.pdf

（
12
）
「
日
・
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
第
1
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
）
首
脳
会
議
宣
言
」、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/ps_sum
m
it/palm

_01

/s_sengen.htm
l

（
13
）

Japan-SPF
Sum
m
it
M
eeting

and
Invitation

of
Sir
G
eoffrey

H
enry,

C
hairm

an
of
the
SPF

(Prim
e
M
inister

and
Finance

M
inister

of
the
C
ook

Islands)
as
G
uest

of
the
Foreign

M
inistry

O
ctober

9
1997,

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/announce/announce/archive_1/spf.

htm
l

（
14
）

Japan-SPF
Sum
m
it
M
eeting:

B
ackground,

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/region/asia-paci/spf/sum

m
it97/back.htm

l

（
15
）
「
聞
き
た
い
！
知
り
た
い
！
外
務
省
―
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
大
洋
州
課

山
口
祐
志
地
域
調
整
官
に
聞
く
」、
収
録
平
成
15
年
3
月
13
日
、https://w

w
w
.

m
ofa.go.jp/m

ofaj/annai/listen/interview
/intv_27.htm

l

（
16
）
「
紛
争
予
防
へ
国
連
改
革

小
渕
首
相
、
ケ
ル
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
で
呼
び
掛
け
へ
」
読
売
新
聞
99
年
6
月
18
日
夕
刊
2
面
、「
安
保
理
改
革
へ
協
力

日
独
首
脳
会
談
で
小
渕
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
亮
首
相
が
一
致
／
ケ
ル
ン
」
読
売
新
聞
99
年
6
月
19
日
2
面
。

（
17
）
「
国
連
改
革
と
日
本
の
課
題

常
任
理
事
国
視
野
に

国
際
貢
献
果
た
す
用
意
を
」
読
売
新
聞
99
年
6
月
25
日
。

（
18
）

T
H
IR
T
IE
T
H
SO
U
T
H
PA
C
IFIC

FO
R
U
M
FO
R
U
M
C
O
M
M
U
N
IQ
U
É
,
K
oror,

R
epublic

of
Palau

3–5
O
ctober

1999,
https://w

w
w
.

forum
sec.org/w

p-content/uploads/2017/11/1999-C
om
m
unique%

C
C
%
81-K

oror-3-5-O
ct.pd

（
19
）

O
pening

Statem
ent
by
M
r.
Shozo

A
zum
a
State

Secretary
for
Foreign

A
ffairs

of
Japan

at
the
11
th
Post-Forum

D
ialogue,

T
he

R
epublic

of
Palau,

7
O
ctober

1999,
https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/region/asia-paci/spf/state9910.htm

l

（
20
）

T
he
Second

Japan-South
Pacific

Forum
(SPF)

Sum
m
it
M
eeting,

O
ctober

8,
1999,

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/announce/event/1999/10/

1008-2.htm
l

（
21
）
「『
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
』
開
催

『
沖
縄
』
前
に
16
国
・
地
域
の
声
集
約

小
渕
首
相
方
針
」
読
売
新
聞
99
年
12
月
18
日
夕
刊
1
面
。

（
22
）
「『
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
』
は
4
月
22
日
、
宮
崎
で

パ
ラ
オ
大
統
領
と
小
渕
首
相
が
合
意
」
読
売
新
聞
99
年
12
月
22
日
。



平成法政研究 第26巻第1号 42

（
23
）

T
he
2
nd
Japan-South

Pacific
Forum

Sum
m
it
M
eeting

("PA
L
M
2000"),

D
ecem

ber
21,
1999,

https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/announce/

event/1999/12/1221.htm
l

（
24
）
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト

環
境
、
漁
業
な
ど
で
各
国
首
脳
ら
日
本
の
指
導
力
に
期
待
」
読
売
新
聞
00
年
3
月
30
日
。

（
25
）
「
国
会
論
戦
の
詳
報

25
日
の
参
院
予
算
委
か
ら
」
読
売
新
聞
00
年
4
月
26
日
朝
刊
。

（
26
）
「
小
渕
首
相
が
入
院

島
サ
ミ
ッ
ト
の
主
役
は
？

宮
崎
県
『
準
備
に
万
全
を
期
す
』」読
売
新
聞
西
部
版
00
年
4
月
4
日
。

（
27
）
「
宮
崎
市
で
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
記
念
の
親
善
ラ
グ
ビ
ー

前
首
相
の
ア
イ
デ
ア
実
る
」
読
売
新
聞
00
年
4
月
12
日
夕
刊
。

（
28
）
「『
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
』（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
）（
意
義
と
課
題
）」平
成
12
年
4
月
22
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/palm
/ik.htm

l

（
29
）
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト

『
森
外
交
』
無
難
デ
ビ
ュ
ー

本
番
・
沖
縄
へ
議
長
役
ソ
ツ
な
く
」
読
売
新
聞
00
年
4
月
23
日
。

（
30
）
前
掲
28
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
2
0
0
0
）（
意
義
と
課
題
）。

（
31
）
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
森
総
理
基
調
演
説
―
私
た
ち
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
旅
立
ち
」
平
成
12
年
4
月
22
日
、
於：

宮
崎
、https://

w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/press/enzetsu/04/palm
01.htm

l

（
32
）
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
」（
概
要
と
評
価
）、
平
成
12
年
4
月
23
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/palm
/gh.htm

l

（
33
）
「
太
平
洋
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
外
交

宮
崎
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
平
成
12
年
4
月
22
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/palm
/m
iyazaki.htm

l

（
34
）
2
0
0
0
年
4
月
1
・
2
日

主
要
8
カ
国
教
育
大
臣
会
合
「
Ｇ
8
教
育
大
臣
会
合
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

議
長
サ
マ
リ
ー
（
仮
訳
）」の
「
4
学
生
、

教
員
、
研
究
者
、
行
政
官
の
国
際
交
流
の
促
進
」
を
参
照
。https://w

w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chukyo/chukyo8/gijiroku/020901hp.htm

（
35
）
「
太
平
洋
環
境
声
明
」（
2
0
0
0
年
4
月
22
日
、
宮
崎
）、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/palm
/kan_sen.htm

l

（
36
）
「
日
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
共
同
記
者
会
見
記
録
」
の
「
1.

森
総
理
冒
頭
発
言
」
2
0
0
0
年
4
月
22
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/palm
/n_spf.

htm
l

（
37
）
同
右
「
日
・
Ｓ
Ｐ
Ｆ
共
同
記
者
会
見
記
録
」
の
「
2.

ナ
カ
ム
ラ
・
パ
ラ
オ
大
統
領
冒
頭
発
言
」

（
38
）
「
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
宮
崎
宣
言
―
共
に
語
る
未
来
」、
宮
崎
、
2
0
0
0
年
4
月
22
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/palm
/m
iya_sen.

htm
l

（
39
）
「
第
3
回
日
・
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
首
脳
会
議
（
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
）（
概
要
と
評
価
）」、
平
成
15
年
5
月
19
日
、https://
w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/ps_sum
m
it/pif_3/gh.htm

l

（
40
）
「
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
開
発
援
助
に
つ
い
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
日
本
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
3
国
間
の
協
力
に
関
す
る
共
同
文
書
（
和
文

仮
訳
）」、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/ps_sum
m
it/pif_3/jsttm

t.htm
l
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（
41
）
日
・
Ｐ
Ｉ
Ｆ
首
脳
会
議
首
脳
宣
言
「
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

よ
り
豊
か
で
安
全
な
太
平
洋
の
た
め
の
地
域
（
開
発
）
戦
略
」、
平
成
15
年
5
月

16
―
17
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/ps_sum
m
it/pif_3/declaration.htm

l
（
42
）
「
第
4
回
日
本
・
太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
首
脳
会
議
（
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
）
の
概
要
と
評
価
」、
平
成
18
年
5
月
28
日
、https:

//w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/ps_sum
m
it/palm

_04/gh.htm
l

（
43
）
「
第
4
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト

平
成
18
年
5
月
26
日
―
27
日

於：

沖
縄
首
脳
宣
言：

「
よ
り
強
く
繁
栄
し
た
太
平
洋
地
域
の
た
め
の
沖
縄

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/ps_sum
m
it/palm

_04/sengen.htm
l

（
44
）
「
第
5
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
概
要
と
評
価
）」、
平
成
21
年
5
月
23
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/ps_sum
m
it/palm

_05/sum
m
it

_gh.htm
l

（
45
）
第
5
回
日
・
Ｐ
Ｉ
Ｆ
首
脳
会
議
「
北
海
道
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
ズ
宣
言
」
平
成
21
年
5
月
22
日
―
23
日

於：

北
海
道
（
仮
訳
）、https://w

w
w
.m
ofa.go.

jp/m
ofaj/area/ps_sum

m
it/palm

_05/ha_sen.htm
l

（
46
）
「
第
6
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト（
結
果
概
要
）」、
平
成
24
年
5
月
26
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/ps_sum
m
it/palm

_06/gaiyo.htm
l

（
47
）
「
第
6
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
6
）沖
縄
キ
ズ
ナ
宣
言（
仮
訳
）」、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/area/ps_sum
m
it/palm

_06/kizuna

_jp.htm
l

（
48
）
「
第
7
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
結
果
概
要
）」、
平
成
27
年
5
月
23
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/a_o/ocn/page
4_001215.htm

l

（
49
）
第
7
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
7
）「
福
島
・
い
わ
き
宣
言
―
共
に
創
る
豊
か
な
未
来
―
」（
仮
訳
）、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj

/a_o/ocn/page
4_001213.htm

l

（
50
）
「
第
8
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
8
）（
結
果
概
要
）」、平
成
30
年
5
月
19
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/a_o/ocn/page
4_004028.

htm
l

（
51
）
「
第
8
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
8
）首
脳
宣
言

（
福
島
県
・
い
わ
き
市
）」（
2
0
1
8
年
5
月
18
日
及
び
19
日
）、https://w

w
w
.

m
ofa.go.jp/m

ofaj/a_o/ocn/page
4_004026.htm

l

（
52
）
「
第
9
回
太
平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
9
）（
結
果
概
要
）」、
令
和
3
年
7
月
2
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/a_o/ocn/page
3_

003070.htm
l

（
53
）
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
出
身
の
メ
グ
・
テ
イ
ラ
ー
氏
が
2
0
1
4
年
か
ら
2
期
6
年
を
務
め
て
い
た
が
、
2
0
2
0
年
12
月
で
任
期
満
了
を
迎
え

る
た
め
、
次
期
事
務
局
長
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
の
5
か
国
が
結
束
し
て
駐
米
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

大
使
の
ゲ
ラ
ル
ド
・
ザ
キ
オ
ス
氏
を
推
し
た
の
に
対
し
て
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
地
域
の
ク
ッ
ク
諸
島
元
首
相
の
ヘ
ン
リ
ー
・
プ
ナ
氏
が
有
力
で
あ
り
、
そ
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の
対
立
が
し
だ
い
に
激
化
し
た
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
と
し
て
は
、
太
平
洋
島
嶼
国
3
地
域
か
ら
事
務
局
長
は
輪
番
で
就
任
す
る
紳
士
協
定
で
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
次
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
か
ら
の
順
番
で
あ
る
の
に
無
視
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
れ
で
は
太
平
洋
島
嶼
国
全
体
の
協
調
が
と
れ
な

い
と
強
く
主
張
し
て
、
も
し
こ
れ
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
Ｐ
Ｉ
Ｆ
を
脱
退
す
る
と
い
う
意
向
を
2
0
2
0
年
10
月
ま
で
に
は
表
明
し
て
い
た（「
提
案
が

受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
脱
退
の
意
向
（
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
）」2
0
2
0
年
10
月
9
日
、
太
平
洋
諸
島
ニ
ュ
ー
ス
、https://pic.

or.jp/pi_new
s/6118/

）。
2
0
2
1
年
2
月
3
日
の
太
平
洋
島
嶼
国
の
首
脳
会
議
で
、
無
記
名
投
票
が
行
わ
れ
、
9
対
8
で
、
ブ
ナ
氏
が
ザ
キ
オ
ス
氏

を
破
っ
て
事
務
局
長
に
決
定
す
る
と
、
2
月
8
日
に
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
5
か
国
首
脳
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
合
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｆ
か
ら
の
脱
退
手
続
き
に
入

る
こ
と
で
合
意
し
た（「
太
平
洋
の
島
国

亀
裂

域
内
協
力
機
構

事
務
局
長
選
出
巡
り
」
読
売
新
聞
2
0
2
1
年
2
月
8
日
朝
刊
、「
太
平
洋
諸

島
会
議

5
か
国
脱
退
表
明

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
な
ど
」
読
売
新
聞
2
0
2
1
年
2
月
10
日
朝
刊
）。
そ
の
後
、
パ
ラ
オ
の
ウ
ィ
ッ
プ
ス
大
統
領
は
、

フ
ィ
ジ
ー
に
あ
る
パ
ラ
オ
大
使
館
の
閉
鎖
を
通
告
（
日
本
海
難
防
止
協
会
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
連
絡
事
務
所
発SR

O
new
s

､2
0
2
1
年
2
月
10
日
、

https://nikkaibo.or.jp/pdf/SR
O
new
s20-045(21.02.10).pdf

）。
脱
退
手
続
き
に
は
1
年
を
要
す
る
が
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
パ
ラ
オ
、
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
な
ど
、
正
式
の
脱
退
手
続
き
に
入
っ
て
い
る
（
日
本
海
難
防
止
協
会
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
連
絡
事
務
所
発SR

O
new
s

､2
0
2
1
年
3
月
1
日
、

https://nikkaibo.or.jp/pdf/SR
O
new
s20-047(21.03.01).pdf

お
よ
び
2
0
2
1
年
3
月
8
日
、https://nikkaibo.or.jp/pdf/SR

O
new
s20-048(21.03.

08).pdf

（
54
）
「
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
正
式
に
Ｐ
Ｉ
Ｆ
脱
退
手
続
き
を
開
始
、
パ
ラ
オ
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
足
並
み
揃
う
」（
笹
川
平
和
財
団
、B

reaking
N
ew
s

from
the
Pacific

Islands,

2
0
2
1
年
2
月
22
日
、https://w

w
w
.spf.org/pacific-islands/greaking_new

s/20210222-1.htm
ls

）
参
照
。

（
55
）
「
日
米
首
脳
電
話
会
談
」
令
和
3
年
1
月
28
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/na/na1/us/page
1_000925.htm

l

、「
日
米
豪
印
首
脳
テ
レ
ビ
会

議
」
令
和
3
年
3
月
12
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/fp/nsp/page1_000939.htm
l

、
日
米
首
脳
共
同
声
明
「
新
た
な
時
代
に
お
け
る
日
米
グ

ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
2
0
2
1
年
4
月
16
日
、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/files/100202832.pdf

、「
Ｇ
7
外
務
・
開
発
大
臣
会

合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ（
2
0
2
1
年
5
月
5
日

於：

ロ
ン
ド
ン
）」、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/files/100187048.pdf

、「
Ｇ
7
カ
ー
ビ
ス
ベ
イ
首
脳

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

よ
り
良
い
回
復
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
行
動
に
向
け
た
我
々
の
共
通
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」、https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/files/

100200083.pdf

（
56
）
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
特
別
演
説
を
行
っ
た
「
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
「
平
和
の
礎
」
で
表
明

沖
縄
基
地
縮
小
に
努
力
、
米
軍
の
綱
紀
粛
正
も
」

（
読
売
新
聞
2
0
0
0
年
7
月
21
日
夕
刊
）。
ま
た
、「
Ｇ
8
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
・
沖
縄
2
0
0
0
（
仮
訳
）」2
0
0
0
年
7
月
23
日
、https://w

w
w
.m
ofa.

go.jp/m
ofaj/gaiko/sum

m
it/ko_2000/com

m
u.htm

l


